
『
夢
遊
病
者
た
ちThe Sleepw

alkers

』

の
原
著
は
刊
行
間
も
な
く
英
語
圏
の
歴
史

学
界
や
読
書
界
で
大
き
な
議
論
を
呼
び
起

こ
し
、
既
に
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
版
が
出
版
さ

れ
て
い
る
が
、
二
〇
一
三
年
に
出
さ
れ
た

ド
イ
ツ
語
版
も
半
年
ほ
ど
で
約
二
〇
万
部

の
売
れ
行
き
を
示
し
て
話
題
と
な
っ
た
。

ま
た
、
ピ
ー
タ
ー
・
カ
ン
デ
ィ
ル
賞
優
秀

賞
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ズ
書
籍
賞
、

イ
ギ
リ
ス
・
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
主
催
す
る
ヘ

ッ
セ
ル
・
テ
ィ
ッ
ト
マ
ン
賞
（
以
上
は
二

〇
一
三
年
）、
ア
メ
リ
カ
・
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
所
の
主
催
す
る

ロ
ー
ラ
・
シ
ャ
ノ
ン
賞
（
二
〇
一
五
年
）

を
受
賞
す
る
な
ど
、
国
際
的
に
大
き
な
注

目
と
評
価
を
得
て
い
る
書
で
あ
る
。

　

著
者
の
ク
ラ
ー
ク
は
西
洋
近
現
代
史
、

と
く
に
ド
イ
ツ
史
を
専
門
と
す
る
歴
史
家

で
あ
る
。
氏
は
一
九
六
〇
年
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
生
ま
れ
、
現
在
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
教
授
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
現
代

史
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
ん
に
ち
の
歴
史

学
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
者
の
一
人
で
あ

る
。

　

ク
ラ
ー
ク
の
研
究
に
は
、
近
現
代
ド
イ

ツ
史
を
プ
ロ
イ
セ
ン
を
中
心
と
し
て
精
緻

に
論
じ
る
一
面
と
、
数
百
年
に
及
ぶ
歴
史

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
大
局
的
に
語
る
一

面
の
双
方
が
あ
り
、
ま
た
緻
密
な
史
料
の

考
証
に
立
脚
し
た
分
析
と
、
明
快
な
筆
致

で
広
い
読
者
層
に
訴
え
か
け
る
叙
述
の
二

面
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
相
反
す
る
両
面

が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
点
こ

そ
が
そ
の
真
骨
頂
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
に
関
す
る
研
究
に
は

既
に
膨
大
な
蓄
積
が
あ
り
、
と
り
わ
け
百

周
年
に
あ
た
る
こ
の
数
年
は
大
い
に
そ
の

厚
み
を
増
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
、

研
究
の
領
域
は
、
外
交
関
係
か
ら
各
国
の

国
内
政
策
、
個
々
の
戦
闘
の
具
体
的
な
状

況
、
軍
事
技
術
の
発
展
、
文
化
・
思
想
上

の
変
化
、
個
人
的
体
験
、
銃
後
の
社
会
の

日
常
生
活
、
総
力
戦
体
制
の
形
成
過
程
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
、植
民
地
支
配
へ
の
影
響
、

非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
戦
争
へ
の
関
与
、

暴
力
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
な
ど
多
岐
に
ま
た

が
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
諸
テ
ー
マ
を
組

み
合
わ
せ
た
議
論
も
活
況
を
呈
し
て
い
る

が
、
一
九
世
紀
末
か
ら
戦
争
勃
発
の
一
九

一
四
年
七
月
ま
で
を
対
象
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
突
入
し
て

い
っ
た
原
因
を
外
交
史
の
次
元
で
考
察
す

る
本
書
は
、
古
典
的
な
ス
タ
イ
ル
の
著
作

で
あ
る
と
同
時
に
、
枝
分
か
れ
が
進
む
第

一
次
大
戦
研
究
の
全
般
に
関
わ
る
射
程
の

広
さ
を
も
っ
て
い
る
。

　

本
書
の
特
色
と
し
て
は
、
以
下
の
点
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、「
な

ぜW
hy

」
よ
り
も
「
い
か
にhow

」
と

い
う
問
い
か
け
を
重
視
し
、「
帝
国
主
義
」

や
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
等
々
の
概
念
や

理
論
を
多
用
し
た
説
明
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
細
か
な
史
実
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

複
雑
な
大
戦
前
史
を
論
じ
る
と
い
う
手
法

を
貫
い
て
い
る
。
著
者
は
大
部
に
わ
た
る

刊
行
史
料
は
も
と
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ

ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ロ
シ

ア
の
多
数
の
文
書
館
史
料
を
渉
猟
し
て
お

り
、
そ
の
こ
と
は
重
厚
な
実
証
研
究
と
し

て
の
価
値
を
高
め
て
い
る
。

　

第
二
に
、
公
正
な
立
場
か
ら
、
ド
イ
ツ

の
戦
争
責
任
を
強
調
す
る
多
く
の
先
行
研

究
の
見
解
を
再
検
討
し
て
い
る
。
周
知
の

よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
戦

争
責
任
の
追
及
は
極
め
て
苛
烈
で
あ
っ
た

し
、
そ
の
後
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
争

責
任
問
題
と
も
相
ま
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
責

任
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
軽
減
し
よ
う
と

す
る
言
辞
に
対
す
る
国
際
社
会
の
目
は
な

お
厳
し
い
。
な
お
、
ド
イ
ツ
が
ヴ
ェ
ル
サ

イ
ユ
条
約
の
定
め
た
賠
償
金
を
一
応
完
済

し
た
の
は
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
三
日
の
こ

と
で
、
こ
の
問
題
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い

て
は
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
で
あ
り
続
け
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
状
況
の
な
か
で
、
ク
ラ

ー
ク
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
責
任
の
所
在

を
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
英
仏
墺
露
、
そ
し

て
セ
ル
ビ
ア
と
い
っ
た
戦
争
に
関
与
し
た

あ
ら
ゆ
る
国
の
政
治
指
導
者
、
さ
ら
に
は

彼
ら
の
政
策
決
定
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ

し
た
国
民
の
世
論
に
ま
で
広
げ
て
考
察
し

た
こ
と
は
、
今
後
の
議
論
を
大
い
に
喚
起

す
る
契
機
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
書
を

正
確
に
読
め
ば
、
ク
ラ
ー
ク
が
単
純
な
ド

イ
ツ
免
罪
論
を
説
い
た
り
、
戦
争
責
任
論

を
戦
勝
国
の
一
方
的
な
押
し
つ
け
と
見
な

す
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
は
明
白
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
外
交
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と

る
従
来
の
研
究
が
、
各
国
の
指
導
者
た
ち

の
外
交
政
策
に
大
戦
勃
発
の
理
由
を
求

め
、
と
も
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
の
内

部
で
の
政
策
決
定
過
程
の
複
雑
さ
に
議
論

が
及
ば
な
い
き
ら
い
が
あ
る
の
に
対
し

て
、
ク
ラ
ー
ク
は
、
君
主
、
大
臣
、
議
会
、

軍
部
な
ど
、
各
国
内
部
で
そ
れ
ぞ
れ
自
己

主
張
す
る
政
策
決
定
者
間
の
複
雑
な
関
係

や
、
国
内
世
論
や
民
間
団
体
の
影
響
に
も

目
を
配
り
、
国
内
情
勢
と
外
交
関
係
が
相

互
に
影
響
し
合
う
な
か
で
諸
国
が
大
戦
へ

の
道
に
向
か
っ
て
い
く
模
様
を
克
明
に
描

い
て
い
る
。ま
た
、英
仏
独
墺
露
と
い
う
大

国
の
活
動
ば
か
り
に
戦
争
へ
の
道
が
敷
か

れ
る
要
因
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
イ
タ

リ
ア
や
ベ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
戦
争
の
着
火

点
と
な
っ
た
バ
ル
カ
ン
諸
国
、
わ
け
て
も

セ
ル
ビ
ア
の
主
体
性
を
重
視
し
て
お
り
、

同
国
の
首
相
で
あ
っ
た
パ
シ
ッ
チ
を
は
じ

め
と
す
る
小
国
の
指
導
者
た
ち
に
つ
い
て

も
、
興
味
深
い
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

第
四
に
、
ク
ラ
ー
ク
は
、
諸
々
の
出
来

事
は
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
の
だ
と

い
っ
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
百
年
後

を
生
き
る
人
間
の
立
場
か
ら
の
決
定
論
的

な
物
言
い
を
慎
重
に
回
避
し
、
随
所
で
、

歴
史
の
も
う
一
つ
の
可
能
性
に
つ
い
て
思

考
を
巡
ら
せ
て
い
る
。
無
論
、
著
者
の
こ

う
し
た
思
考
は
単
な
る
与
太
話
の
類
で
は

な
く
、
限
定
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
多
分
に

バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
史
料
か
ら
得
ら
れ

る
歴
史
理
解
の
限
界
を
認
識
し
、
そ
こ
か

ら
後
世
の
人
間
は
何
を
学
び
と
れ
る
の
か

と
い
う
問
題
意
識
か
ら
生
じ
た
も
の
と
理

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
ス
タ
ン

ス
に
よ
っ
て
著
者
は
、
時
代
の
大
勢
や
社

会
の
構
造
に
強
く
規
定
さ
れ
つ
つ
も
、
独

自
の
思
想
や
感
情
を
も
ち
、
独
自
の
営
み

に
よ
っ
て
歴
史
の
大
河
の
一
滴
と
し
て
の

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
う
諸
個
人
の
個
性

を
う
ま
く
す
く
い
上
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
明
快
で
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
叙

述
も
本
書
の
優
れ
た
点
で
あ
る
。
膨
大
な

史
資
料
の
分
析
に
基
づ
く
専
門
的
な
歴
史

研
究
の
書
と
し
て
も
高
い
水
準
を
示
し
て

い
る
が
、
文
章
表
現
は
簡
潔
で
あ
り
な
が

ら
要
点
を
お
さ
え
、
ま
た
随
所
に
興
味
深

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
人
間
活
劇
、
登
場
人
物

た
ち
の
個
性
の
微
細
な
特
徴
ま
で
が
描
か

れ
、
幅
広
い
層
の
読
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
に
は
刊
行
以
来
、
多
く
の
批
判
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
厳
し
い
批

判
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
の
は
ド
イ
ツ
で

あ
る
。
本
書
を
め
ぐ
っ
て
賛
否
両
面
か
ら

多
く
の
意
見
が
出
る
こ
と
は
、
研
究
の
さ

ら
な
る
進
展
に
つ
な
が
ろ
う
。

（
お
ば
ら
・
じ
ゅ
ん　

西
洋
史
）

＊
ご
送
付
先
の
変
更
は
、
お
名
前
・
新
住
所
・
郵
便

番
号
・
旧
住
所
・
帯
封
コ
ー
ド
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
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第一次世界大戦研究の
決定版

クリストファー・クラーク

《夢遊病者たち 第一次世界大戦はいかにして
始まったか［全 2 巻］》

小原 淳訳

　

第
一
次
世
界
大
戦
は
ど
の
よ
う
に
始
ま

っ
た
の
か
。
バ
ル
カ
ン
半
島
の
紛
争
が
、

未
曾
有
の
世
界
大
戦
へ
と
進
ん
で
い
く
過

程
を
ま
ざ
ま
ざ
と
描
き
、
欧
米
で
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
っ
た
の
が『
夢
遊
病
者
た
ち
』

だ
。
皇
帝
、
政
治
家
、
外
交
官
、
軍
人
な

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
指
導
者
た
ち
は
、

誰
も
自
ら
の
行
為
が
こ
れ
ほ
ど
の
戦
争
へ

と
展
開
す
る
の
か
を
予
想
だ
に
し
な
か
っ

た
「
夢
遊
病
者
」
で
あ
っ
た
。

―
―
第
一
次
世
界
大
戦
の
起
源
に
関
す

る
、
バ
ー
バ
ラ･

タ
ッ
ク
マ
ン
の
『
八
月

の
銃
声
』
以
来
の
最
良
の
好
著
。
違
う
の

は
、『
夢
遊
病
者
た
ち
』
の
方
は
最
高
の

碩
学
の
労
作
で
あ
る
こ
と
。

（
ニ
ー
ア
ル･

フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
）

―
―
間
違
い
な
く
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る

決
定
版
…
微
に
入
り
細
を
穿
っ
た
検
証

と
、
流
麗
な
文
章
が
結
び
つ
い
た
稀
有
の

書
。
圧
倒
的
な
質
の
高
さ
に
驚
嘆
と
畏
敬

の
念
を
禁
じ
得
な
い
…
学
究
の
徒
は
銘
記

す
べ
し
、
一
級
の
史
書
（
ヒ
ス
ト
リ
ー
）

は
一
級
の
物
語
（
ス
ト
ー
リ
ー
）
足
り
得

る
、
と
。　
　
（
ワ
シ
ン
ト
ン･

ポ
ス
ト
）

　

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
の
過
程
を
こ
れ

ほ
ど
克
明
に
描
い
た
も
の
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
大
き
な
注
目
を
浴
び
た
本
だ
が
、

開
戦
責
任
は
ド
イ
ツ
に
あ
る
と
い
う
従
来

の
定
説
を
覆
し
た
こ
と
で
、
激
し
い
論
争

を
巻
き
起
こ
し
た
。
論
争
は
い
ま
も
続
い

て
お
り
、歴
史
学
の
新
た
な
扉
を
開
い
た
。

二
〇
一
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
原
著
は
、
ギ

リ
シ
ャ
危
機
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
な

ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
体
制
が
揺
ら
ぐ
と
き

に
、
つ
ね
に
参
照
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の

紛
争
の
火
種
が
す
べ
て
こ
こ
に
あ
る
こ
と

を
示
す
決
定
版
。

［
現
代
史
・
世
界
史
］【
一
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
①
440
頁
・
予
価
四
六
〇
〇
円

②
576
頁
・
予
価
五
二
〇
〇
円
）

小
原
淳

―
―
ク
ラ
ー
ク
『
夢
遊
病
者
た
ち
』
巻
末
「
訳
者
あ
と
が
き
」
よ
り



　

ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
が
賛
辞
を
贈

る
、
人
間
そ
の
も
の
の
力
に
焦
点

を
当
て
た
、新
た
な
開
発
論
。「
外

山
の
研
究
は
万
能
な
解
決
策
な
ど

な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
せ
て
く
れ

る
。
最
貧
困
層
の
生
活
を
向
上
さ

せ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
人
間
の

行
動
特
性
と
文
化
的
相
違
へ
の
深

い
理
解
に
基
づ
い
た
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
だ
」（
ゲ
イ
ツ
）。

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ド
研

究
所
で
の
実
践
が
生
ん
だ
、
貧
困

問
題
を
解
決
す
る
処
方
箋
は
、《
人

そ
の
も
の
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
》

だ
っ
た
。
そ
の
実
践
は
こ
う
し
て

始
ま
っ
た
。
…
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
に
大

き
な
格
差
が
あ
る
イ
ン
ド
。
学
校

で
は
上
位
カ
ー
ス
ト
の
生
徒
が
マ

ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド
を
占
領
し
て

い
る
。「
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
う
っ
て
つ
け
の

チ
ャ
ン
ス
だ
。
１
台
の
パ
ソ
コ
ン

に
複
数
の
マ
ウ
ス
を
つ
な
い
だ
ら

ど
う
だ
ろ
う
？
…
そ
し
て
す
ぐ
に

〈
マ
ル
チ
ポ
イ
ン
ト
〉
と
名
付
け

た
試
作
品
と
、
専
用
の
教
育
ソ
フ

ト
ま
で
作
っ
て
し
ま
っ
た
」。
し

か
し
「
た
だ
で
さ
え
生
徒
を
勉
強

に
集
中
さ
せ
る
の
に
苦
労
し
て
い

た
教
師
た
ち
に
と
っ
て
、
パ
ソ
コ

ン
は
支
援
ど
こ
ろ
か
邪
魔
物
以
外

の
な
ん
で
も
な
か
っ
た
。
…
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
は
、
す
ぐ
れ
た
教
師
や

優
秀
な
学
長
の
不
在
を
補
う
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
」。

　

人
に
焦
点
を
当
て
た
、
ガ
ー
ナ

の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
機
関

「
ア
シ
ェ
シ
大
学
」、
イ
ン
ド
農
民

に
動
画
教
育
を
お
こ
な
う
「
デ
ジ

タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
」、
低
カ
ー
ス

ト
の
人
々
の
た
め
の
全
寮
制
学
校

「
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
バ
ヴ
ァ
ン
」
な

ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
社
会
を
前

進
さ
せ
る
の
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
は
な
く
、
人
間
の
知
恵
で
あ
る

こ
と
を
語
り
つ
く
す
。

［
国
際
開
発
・
貧
困
削
減
］

（
四
六
判
・
400
頁
・
三
五
〇
〇
円
）
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東
京
・

文
京
・

本
郷
５

℡
〇
三
―
三
八
一
四
―
〇
一
三
一

（
価
格
は
税
別
で
す
）

ア
ン
ニ
ョ
リ　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
時
代
に
人
は
も
っ
と
図
書

館
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。
居
場
所
と
し
て
の
新
し

い
図
書
館
像
を
提
示
。
萱
野
有
美
訳　

二
八
〇
〇
円

さよなら技術信仰
外山健太郎

《テクノロジーは貧困を救わない》
松本 裕訳

ド
イ
ツ
戦
後
処
理
の
再
検
証

　

ヒ
ト
ラ
ー
政
権
下
、
六
〇
〇
万

も
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
虐
殺
し
た
ド
イ

ツ
。
迫
害
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
安

住
の
地
と
し
て
戦
後
建
国
さ
れ
た

イ
ス
ラ
エ
ル
。
両
者
の
間
に
横
た

わ
る
死
屍
累
々
を
思
え
ば
、
関
係

修
復
な
ど
不
可
能
に
見
え
た
が
、

現
在
、
ド
イ
ツ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の

関
係
は
良
好
で
あ
り
、
国
レ
ベ
ル

の
関
係
は
さ
ら
に
良
い
。
戦
後
処

理
の
モ
デ
ル
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。　

　

一
方
で
、
同
様
の
歴
史
問
題
を

近
隣
国
と
の
間
に
抱
え
続
け
る
日

本
に
は
、
ド
イ
ツ
の
成
功
を
歓
迎

し
な
い
空
気
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
と

は
戦
後
の
政
治
環
境

が
違
う
、
ナ
チ
の
残

虐
さ
や
強
制
売
春
の

存
在
が
あ
っ
た
で
は

な
い
か
、
と
。
無
条

件
な
称
賛
は
問
題
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
は

我
々
は
、
ド
イ
ツ
の

例
を
ど
う
捉
え
る
べ

き
な
の
か
。

　

本
書
は
三
部
か
ら

構
成
さ
れ
る
。
第
一
部
で
は
、
ド

イ
ツ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
関
係
史
を

犠
牲
者
へ
の
補
償
と
新
生
国
家
へ

の
軍
事
支
援
か
ら
検
討
す
る
。
第

二
部
で
は
、
歴
史
的
に
大
き
な
不

正
を
被
っ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
社
会

の
再
生
と
社
会
的
統
合
の
た
め
に

国
家
が
と
っ
た
政
策
が
、
そ
し
て

第
三
部
で
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を

め
ぐ
る
記
憶
の
政
治
が
検
証
さ
れ

る
。

　

謝
罪
、
補
償
、
国
益
を
め
ぐ
る

駆
け
引
き
。
偽
証
や
歴
史
修
正
主

義
の
受
け
止
め
方
。
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
態

度
。
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
関
係
の
核

心
を
本
書
は
「
リ
ア
ル
ポ
リ
テ

ィ
ク
ス
」
と
位
置
づ
け
、
そ
れ

は
、
負
の
歴
史
に
向
き
合
う
こ
と

を
「
自
虐
」
と
呼
ぶ
態
度
の
対
極

に
あ
る
と
説
く
。
後
世
の
歴
史
認

識
に
輪
郭
を
与
え
る
の
は
現
在
の

我
々
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
知
ら

し
め
る
、
一
書
。
［
歴
史
認
識
・

戦
後
補
償
］【
一
月
中
旬
刊
】

（
四
六
判
288
頁
・
予
三
四
〇
〇
円
）

■
関
連
書
よ
り
▽
Ｖ
・
Ｅ
・
フ
ラ

ン
ク
ル
『
夜
と
霧
』［
新
版
］
池
田

香
代
子
訳
（
一
五
〇
〇
円
）
▽
Ｊ
・

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
『
ド
イ
ツ
を
焼
い

た
戦
略
爆
撃
１
９
４
０
―
１
９

４
５
』
香
月
恵
里
訳
（
六
六
〇
〇

円
）
▽
Ｒ
・
ジ
ェ
ラ
テ
リ
ー
『
ヒ

ト
ラ
ー
を
支
持
し
た
ド
イ
ツ
国

民
』
根
岸
隆
夫
訳
（
五
二
〇
〇
円
）

ル
シ
ア
ン
・
フ
ロ
イ
ド
と
の
朝
食

描
か
れ
た
人
生

拝
啓
市
長
さ
ま
、

こ
ん
な
図
書
館
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

武
井
彩
佳《〈
和
解
〉
の
リ
ア
ル
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

ド
イ
ツ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人

》

［
１
月
］

音
楽
と
政
治
の
起
源
に
耳
を
傾
け
る

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン

上
村
忠
男
訳

《
哲
学
と
は
な
に
か

》

　

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
も
と
で

学
び
、
帰
国
後
レ
ー
モ
ン
ド
事
務

所
を
経
て
独
立
し
た
建
築
家
・
前

川
國
男
の
敗
戦
ま
で
の
軌
跡
。「
日

本
趣
味
」
と
い
う
募
集
規
定
に
あ

え
て
逆
ら
っ
た
案
に
よ
り
一
躍
モ

ダ
ニ
ズ
ム
運
動
の
旗
手
と
し
て
脚

光
を
浴
び
た
東
京
帝
室
博
物
館
コ

ン
ペ
、
代
々
木
か
明
治
神
宮
外
苑

か
駒
沢
か
―
―
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
開

催
決
定
後
も
主
競
技
場
の
敷
地
が

二
転
三
転
す
る
な
か
岸
田
日
出
刀

の
も
と
で
練
り
あ
げ
た
「
第
十
二

回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
」
会

場
計
画
、
当
初
の
前
川
案
か
ら
紆

余
曲
折
を
経
て
坂
倉
準
三
に
委
ね

ら
れ
、
建
築
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
た
パ
リ
万
博
日
本
館
、
前

川
が
審
査
員
に
加
わ
り
丹
下
健
三

が
一
等
当
選
を
果
た
し
た
日
米
開

戦
後
の
大
東
亜
建
設
記
念
営
造
計

画
、
そ
し
て
戦
時
下
最
後
の
コ
ン

ペ
と
な
っ
た
在
盤
谷
日
本
文
化
会

館
ほ
か
日
本
近
代
建
築
史
上
重
要

な
設
計
競
技
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
相
を
水
面
下
の
動
き
と
と
も
に

浮
か
び
あ
が
ら
せ
、
戦
時
下
の
体

制
へ
の
建
築
家
の
関
与
や
抵
抗
を

も
検
証
し
た
決
定
版
資
料
で
あ

る
。
図
版
多
数
収
録
。［
建
築
史
］

（
Ａ
５
判
・
496
頁
・
五
四
〇
〇
円
）

■
著
者
既
刊
『
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
か
ら
遠
く
離
れ
て
―
―
日
本
の

20
世
紀
建
築
遺
産
』
に
は
、
一
九

五
五
年
、
国
立
西
洋
美
術
館
設
計

の
た
め
に
来
日
し
た
ル
・
コ
ル
ビ

ュ
ジ
エ
の
足
跡
を
追
っ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
も
収
録
。（
六
面
下
広
告
）

「
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
今
日
の
わ
れ

わ
れ
が
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
い

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
言
語
活
動

で
は
な
く
、
な
に
よ
り
音
楽
を
つ

う
じ
て
社
会
を
操
縦
し
統
制
で
き

る
こ
と
を
完
全
に
知
っ
て
い
た
。」

　

つ
ぶ
や
き
、
う
め
き
、
赤
ん
坊

の
訴
え
。
言
葉
に
な
る
以
前
の
場

所
に
、
音
楽
と
政
治
の
起
源
が
あ

る
と
い
う
。
そ
れ
ら
に
耳
を
傾
け

ず
、「
要
請
（
求
め
）」
に
応
答
せ

ず
、必
然
し
か
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

哲
学
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

ア
ガ
ン
ベ
ン
は
「
哲
学
と
は
な

に
か
」
と
い
う
問
い
に
は
直
接
に

答
え
る
の
で
は
な
く
、「
音
声
」「
言

い
表
し
う
る
も
の
」「
要
請
」「
序

文
」「
ミ
ュ
ー
ズ（
詩
女
神
）た
ち
」

が
エ
ン
ブ
レ
ム
を
な
し
て
い
る
五

篇
の
エ
ッ
セ
イ
を
つ
う
じ
て
答
え

て
い
る
。
そ
こ
で
は
彼
の
方
法
の

特
徴
に
し
た
が
い
、
考
古
学
的
研

究
と
理
論
的
研
究
が
密
接
に
か
ら

ま
り
あ
う
。

　

そ
し
て
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
言
葉
《
哲
学
す
る
と
い
う
こ

と
は
も
と
も
と
詩
作
す
る
こ
と
で

し
か
あ
り
え
な
い
》
に
共
振
し
て

閉
じ
ら
れ
る
。
哲
学
は
つ
ね
に

詩
の
／
詩
と
い
う
哲
学
な
の
で
あ

り
、
詩
は
つ
ね
に
も
と
も
と
哲
学

の
詩
な
の
で
あ
る
、
と
。

　

ア
ガ
ン
ベ
ン
の
思
想
の
根
幹
を

鮮
や
か
に
示
す
書
。

［
思
想
］【
一
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
224
頁
・
予
四
〇
〇
〇
円
）

■
著
者
既
刊　

▽『
身
体
の
使
用

―
―
脱
構
成
的
可
能
態
の
理
論

の
た
め
に
』
上
村
忠
男
訳
（
本
面

下
広
告
）
▽『
い
と
高
き
貧
し
さ

―
―
修
道
院
規
則
と
生
の
形
式
』

上
村
・
太
田
訳
（
四
八
〇
〇
円
）

▽『
イ
タ
リ
ア
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

―
―
詩
学
序
説
』
岡
田
温
司
監
訳

（
四
〇
〇
〇
円
）

み
す
ず
書
房
新
刊
（

2016
・
１
～
11
）　

１

［
４
月
］

［
５
月
］

レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス　

そ
の
神
話
研
究
と
は
何
だ

っ
た
の
か
。
半
世
紀
に
及
ぶ
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
終
着

点
と
晩
年
の
思
索
。
渡
辺
公
三
監
訳　

五
四
〇
〇
円

グ
レ
ッ
グ　

フ
ロ
イ
ト
の
孫
に
し
て
現
代
絵
画
界
の

ス
タ
ー
と
な
っ
た
画
家
の
謎
め
い
た
人
生
を
追
う
初

の
伝
記
。
小
山
太
一
・
宮
本
朋
子
訳　

五
五
〇
〇
円

ア
ガ
ン
ベ
ン　

哲
学
史
二
千
年
の
後
、
新
し
い
生
・

政
治
・
倫
理
を
開
く
観
想
と
は
。「
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
」

シ
リ
ー
ズ
の
最
終
巻
。
上
村
忠
男
訳　

五
八
〇
〇
円

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ　

新
大
陸
の
発
見
か
ら
南
北
戦
争
ま

で
、
新
世
界
四
〇
〇
年
の
歴
史
を
形
作
っ
た
ア
メ
リ

カ
人
の
群
像
を
描
く
。
富
山
英
俊
訳　

三
八
〇
〇
円

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ　

表
題
作
ほ
か
本
邦
初
訳
15
篇
、
新

訳
１
篇
。ジ
ャ
ン
ル
の
垣
根
を
こ
え
展
開
す
る「
文
化

唯
物
論
」
の
地
平
。
川
端
康
雄
編
訳　

六
五
〇
〇
円

代
表
的
ア
メ
リ
カ
人

想
像
力
の
時
制

大
山
猫
の
物
語

酒
井
啓
子　

ア
ラ
ブ
の
春
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
国
へ
の

転
落
。
排
外
主
義
の
は
び
こ
る
日
本
。
中
東
研
究
第

一
人
者
が
情
勢
を
鋭
く
え
ぐ
る
時
評
。
三
四
〇
〇
円

移
ろ
う
中
東
、変
わ
る
日
本

2012
―

2015

身
体
の
使
用
脱
構
成
的
可
能
態
の

理
論
の
た
め
に

文
化
研
究
Ⅱ

［
全
２
巻
完
結
］

［
３
月
］

［
２
月
］

宮
﨑
か
づ
ゑ　

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
・
長
島
愛
生
園

で
七
十
八
年
を
生
き
、
米
寿
を
迎
え
た
人
が
刻
む
、

き
ら
め
く
人
生
の
足
跡
。
好
評
重
版
。
二
四
〇
〇
円

ビ
ゼ　

自
ら
義
太
夫
を
習
う
フ
ラ
ン
ス
人
哲
学
者
に

よ
る
、
目
か
ら
う
ろ
こ
の
創
見
と
エ
ス
プ
リ
に
満
ち

た
身
体
芸
術
文
化
論
。
秋
山
伸
子
訳　

四
二
〇
〇
円

文
楽
の
日
本　
人
形
の
身
体
と
叫
び

私
は
一
本
の
木

オ
ニ
ー
ル　
〈
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
〉
か
ら
排
除
さ
れ

る
の
は
誰
か
。
正
義
の
哲
学
的
な
境
界
と
、
政
治
的

な
境
界
を
考
察
す
る
。
神
島
裕
子
訳　

五
二
〇
〇
円

正
義
の
境
界

シ
ュ
ト
レ
ー
ク　

貨
幣
に
よ
る
時
間
か
せ
ぎ
は
い
つ

ま
で
可
能
か
。
70
年
代
か
ら
現
在
ま
で
、
資
本
主
義

の
危
機
を
解
明
。［
５
刷
］
鈴
木
直
訳
四
二
〇
〇
円

指
紋
と
近
代

斉
藤
道
雄　

手
話
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
の
自
分

で
生
き
ら
れ
る
。
豊
か
な
文
化
を
脈
々
と
紡
い
で
き

た
日
本
手
話
と
ろ
う
の
世
界
。［
重
版
］
二
六
〇
〇
円

高
野
麻
子　

な
ぜ
指
先
の
紋
様
な
の
か
。
近
代
的
統

治
の
課
題
と
は
？
イ
ギ
リ
ス
帝
国
か
ら
日
本
帝
国
、

今
日
に
至
る
生
体
認
証
技
術
の
変
遷
。
三
七
〇
〇
円

時
間
か
せ
ぎ
の
資
本
主
義

い
つ
ま
で
危
機
を
先
送
り
で
き
る
か

手
話
を
生
き
る

少
数
言
語
が
多
数
派
日
本
語
と
出
会
う
と
こ
ろ
で

移
動
す
る
身
体
の
管
理

と
統
治
の
技
法

牛
尾
京
美　

創
業
五
十
年
の
名
画
廊
の
先
代
オ
ー
ナ

ー
加
賀
谷
澄
江
の
生
涯
を
た
ど
り
、
凛
と
し
た
生
き

方
を
再
発
見
す
る
爽
や
か
な
記
念
誌
。
三
四
〇
〇
円

ジ
ジ
ェ
ク　

精
神
分
析
と
哲
学
を
架
橋
し
、
現
代
を

読
む
道
を
拓
く
。
ジ
ジ
ェ
ク
の
思
索
の
す
べ
て
が
凝

縮
さ
れ
た
書
。
鈴
木
・
古
橋
・
菅
原
訳　

六
四
〇
〇
円

も
っ
と
も
崇
高
な
ヒ
ス
テ
リ
ー
者

ラ
カ
ン
と
読
む
ヘ
ー
ゲ
ル

ベ
イ
リ
ィ
さ
ん
の
み
ゆ
き
画
廊

銀
座
を
み
つ
め
た
50
年

池
内
紀
彼
方
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
ず
っ
と

大
切
な
人
。
米
原
万
里
、児
玉
清
、野
呂
邦
暢
な
ど
28

人
の
「
ペ
ン
に
よ
る
肖
像
画
」。［
重
版
］
三
〇
〇
〇
円

亡
き
人
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム

徐ソ
・

智ジ

瑛ヨ
ン　

植
民
都
市
ソ
ウ
ル
を
闊
歩
、
日
本
の
紡
績

工
場
や
炭
鉱
町
に
も
流
れ
で
た
女
た
ち
。
忘
れ
ら
れ

た
声
が
明
か
す
近
代
史
。
姜
・
高
橋
訳
四
六
〇
〇
円

京
城
の
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル

消
費
・
労
働
・
女
性
か
ら
見
た
植
民
地
近
代

ｖ
・
Ｂ
＝
ヴ
ァ
ル
ラ
ー
ベ
生
成
と
消
滅
、
充
満
と
空

虚
、
明
と
滅
―
―
李
の
芸
術
を
解
き
明
か
す
エ
レ
ガ

ン
ト
な
本
格
的
作
家
論
。
水
沢
勉
訳
六
三
〇
〇
円

李
禹
煥
他
者
と
の
出
会
い

作
品
に
見
る
対
峙
と
共
存

宮
田
昇
敗
戦
後
の
廃
墟
で
出
版
社
を
立
ち
上
げ
た

小
尾
俊
人
。『
夜
と
霧
』
刊
行
ま
で
の
試
行
錯
誤
・
奮

闘
と
そ
の
人
物
像
。
創
立
70
年
記
念
。
三
六
〇
〇
円

小
尾
俊
人
の
戦
後
み
す
ず
書
房

出
発
の
頃

ロ
ー
ダ
ン　

大
国
の
興
亡
と
古
今
東
西
の
あ
ら
ゆ
る

食
文
化
の
変
遷
を
辿
っ
た
包
括
的
な
歴
史
。
壮
大
な

研
究
の
集
大
成
。
ラ
ッ
セ
ル
秀
子
訳　

六
八
〇
〇
円

李
禹
煥　
「
も
の
派
」
の
理
論
的
支
柱
に
よ
る
評
論

集
。
表
現
を
め
ぐ
る
思
索
を
喚
起
す
る
60
年
代
末
―

70
年
代
の
思
索
の
跡
。
待
望
の
復
刻
。
四
〇
〇
〇
円

ド
ル
ー
ア
ン　

人
間
の
昆
虫
観
を
西
洋
哲
学
に
た
ど

る
科
学
エ
ッ
セ
ー
。
円
城
塔
、
荒
俣
宏
、
養
老
孟
司

ら
に
好
評
を
得
て
重
版
。
辻
由
美
訳
三
六
〇
〇
円

昆
虫
の
哲
学

出
会
い
を
求
め
て

現
代
美
術
の
始
源　
［
新
版
］

料
理
と
帝
国

食
文
化
の
世
界
史

紀
元
前
２
万
年
か
ら
現
代
ま
で

■
関
連
書
の
ご
案
内

　

近
年
、国
際
開
発
の
現
場
で
は
、

新
た
な
実
践
の
大
き
な
潮
流
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と

つ
が
、『
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
貧
困

を
救
わ
な
い
』
で
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
Ｒ
Ｃ
Ｔ
（
ラ
ン
ダ
ム
化
対
照

試
験
）
で
す
。
貧
困
削
減
を
目
的

と
す
る
政
策
の
効
果
を
、
政
策
を

実
施
し
た
群
と
、
実
施
し
な
い
群

を
比
較
し
て
、
客
観
的
、
科
学
的

に
計
量
す
る
手
法
で
す
。

　

こ
の
動
き
を
先
導
し
て
い
る
の

が
『
貧
乏
人
の
経
済
学
』『
善
意

で
貧
困
は
な
く
せ
る
の
か
？
』
の

著
者
た
ち
で
す
。

▽
バ
ナ
ジ
ー
／
デ
ュ
フ
ロ
『
貧
乏

人
の
経
済
学
―
―
も
う
い
ち
ど
貧

困
問
題
を
根
っ
こ
か
ら
考
え
る
』

山
形
浩
生
訳（
三
〇
〇
〇
円
）▽
カ

ー
ラ
ン
／
ア
ペ
ル
『
善
意
で
貧
困

は
な
く
せ
る
の
か
？
―
―
貧
乏
人

の
行
動
経
済
学
』
清
川
幸
美
訳　

澤
田
康
幸
解
説
（
三
〇
〇
〇
円
）

コンペを克明に分析
日本近代建築史の決定版資料

松 隈 洋

《建築の前夜　前川國男論》

1930年、帰国直後

ヤドヴァシェム（イスラエル
にあるホロコースト記念館）
犠牲者の写真と名前が並ぶ
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み
す
ず
書
房
新
刊
（

2016
・
１
～
11
）　

２

柴
田
真
希
都　

国
や
民
族
と
い
っ
た
所
与
を
超
え
て

普
遍
的
価
値
を
追
求
し
た
内
村
を
、
サ
イ
ー
ド
他
の

知
識
人
論
に
照
ら
し
て
再
検
証
す
る
。
七
五
〇
〇
円

ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ　

些
細
に
見
え
る
事
例
研
究
か
ら
何

が
見
え
て
く
る
か
。
ミ
ク
ロ
ス
ト
リ
ア
研
究
の
真
髄

を
堪
能
す
る
７
篇
。
上
村
忠
男
編
訳　

四
二
〇
〇
円

富
田
玲
子　

心
地
よ
く
暮
ら
す
た
め
の
設
計
と
は
。

手
が
け
た
建
築
、
生
い
立
ち
、
そ
の
す
べ
て
を
語

る
。「
建
築
オ
ノ
マ
ト
ペ
」
を
増
補
。
二
八
〇
〇
円

レ
ー
ン　

生
と
は
何
か
？
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
呼
吸
」

を
手
が
か
り
に
、生
命
進
化
を
解
読
し
直
す
。圧
倒
的

な
ス
ケ
ー
ル
の
科
学
書
。斉
藤
隆
央
訳
三
六
〇
〇
円

東
京
・

文
京
・

本
郷
５

℡
〇
三
―
三
八
一
四
―
〇
一
三
一

（
価
格
は
税
別
で
す
）

サ
ヴ
ェ
ー
ジ　

男
二
人
＋
養
子
＝
家
族
。
新
し
い
家

族
の
形
を
提
示
す
る
痛
快
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
社

会
は
き
っ
と
変
わ
る
。
大
沢
章
子
訳　

三
二
〇
〇
円

内
田
博
文　

議
会
審
議
と
大
審
院
判
例
を
読
解
し
、

制
定
と
運
用
過
程
を
検
証
。
共
謀
罪
等
が
招
く
国
民

統
制
シ
ス
テ
ム
を
刑
法
学
か
ら
描
出
。
九
〇
〇
〇
円

ト
ッ
ド
福
祉
先
進
国
か
ら
新
自
由
主
義
先
進
国
へ
。

ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
の
Ｕ
字
曲
線
上
を「
人
び
と
」は
ど

う
生
き
て
き
た
の
か
？
近
藤
康
裕
訳
六
八
〇
〇
円

キ
ッ
ド

ザ
・
ピ
ー
プ
ル

ユ
ン
グ
夢
分
析
論

小
さ
な
建
築　
［
増
補
新
版
］

明
治
知
識
人
と
し
て
の
内
村
鑑
三

そ
の
批
判
精
神
と
普
遍
主
義
の
展
開

生
命
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、進
化

治
安
維
持
法
の
教
訓

権
利
運
動
の
制
限
と
憲
法
改
正

［
７
月
］

［
６
月
］

　

ア
メ
リ
カ
の
詩
人
・
小
説
家
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
メ
イ
・
サ
ー

ト
ン
は
、
日
記
の
名
手
で
も
あ

る
。
一
九
九
一
年
に
『
独
り
居

の
日
記
』
が
邦
訳
刊
行
さ
れ
て

以
来
、
日
本
で
も
多
く
の
、
お

そ
ら
く
は
主
に
女
性
た
ち
の
心

を
摑
ん
で
き
た
。
四
季
折
々
、

沢
山
の
花
に
囲
ま
れ
た
庭
と
、

古
い
趣
あ
る
一
軒
家
の
暮
ら
し

と
い
う
、
端
正
な
日
常
生
活
の

描
写
も
良
い
の
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
独
り
で
い
る
時

間
を
な
に
よ
り
も
大
切
に
護
り

た
い
と
い
う
偏
屈
で
我
儘
な
部

分
や
、
同
性
愛
者
と
し
て
相
手

の
女
性
へ
の
想
い
な
ど
も
率

直
に
吐
露
し
、
内
省
を
深
め

て
ゆ
く
文
章
が
、
素
晴
ら
し

い
。
読
み
手
は
ま
る
で
鏡
を

の
ぞ
き
込
む
よ
う
に
、
い
つ

の
ま
に
か
自
分
自
身
の
深
い

部
分
へ
と
目
を
向
け
さ
せ
ら
れ

て
い
く
。

　

不
遇
と
内
な
る
偏
屈
に
悩
ん

で
い
た
二
十
代
に
、
筆
者
も
彼

女
の
日
記
と
出
会
い
、
大
い
に

励
ま
さ
れ
、
慰
め
ら
れ
、
抱
き

し
め
る
よ
う
に
読
ん
だ
。

　

女
性
が
結
婚
せ
ず
に
、
家
庭

に
入
ら
ず
に
、
独
り
で
生
き
て

い
く
こ
と
。
し
か
も
な
に
か
と

便
の
良
い
都
会
の
ア
パ
ー
ト
メ

ン
ト
で
は
な
く
、
自
然
豊
か
な

一
軒
家
で
の
独
り
暮
ら
し
。
あ

る
程
度
若
く
元
気
な
う
ち
は
ま

だ
い
い
。
だ
け
ど
い
っ
た
い
い

つ
ま
で
そ
ん
な
「
我
儘
」
を
通

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

『
独
り
居
の
日
記
』
の
時
の
作

者
は
五
十
代
後
半
。
二
十
代
の

と
き
に
は
老
人
と
思
っ
て
読
ん

だ
け
れ
ど
、
も
う
す
ぐ
五
十
に

な
る
今
の
自
分
か
ら
す
れ
ば
、

五
十
代
は
、
精
神
も
肉
体
も
ま

だ
ま
だ
若
い
。
老
い
は
始
ま
っ

て
い
て
も
、
老
人
と
呼
べ
る
よ

う
な
年
齢
で
は
な
い
。

　

今
回
刊
行
さ
れ
た
の
は
、『
70

歳
の
日
記
』。
日
記
と
し
て
は

五
冊
目
の
邦
訳
作
品
と
な
る
。

古
希
を
迎
え
た
作
者
は
、
多
く

の
友
人
に
助
け
ら
れ
て
、「
独
り

居
」
を
維
持
し
て
い
た
。
名
声

を
得
て
、
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
の
返

事
書
き
に
膨
大
な
時
間
を
費
や

し
、
訪
れ
る
客
人
を
も
て
な
し

な
が
ら
も
、
独
り
で
い
る
時
間

を
作
れ
な
い
こ
と
を
嘆
く
偏
屈

ぶ
り
は
、健
在
。
思
索
を
深
め
、

華
や
か
な
実
り
多
き
晩
年
を
享

受
す
る
一
方
で
、
老
い
な
が
ら

生
き
る
寂
し
さ
、
不
自
由
さ
、

苛
立
ち
や
不
安
が
綴
ら
れ
る
。

　

生
き
先
の
不
安
は
消
え
な
く

て
も
、
彼
女
の
日
記
を
生
き
る

指
針
と
し
て
必
要
と
す
る
女
性

は
多
い
は
ず
。
残
り
三
冊
の
日

記
の
邦
訳
が
待
ち
遠
し
い
。

（
う
ち
ざ
わ
・
じ
ゅ
ん
こ　

文

筆
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

▽
サ
ー
ト
ン
『
70
歳
の
日
記
』

（
本
面
下
広
告
）『
独
り
居
の
日

記
』［
新
装
版
］（
七
面
下
広
告
）

書評コラム 1 「
本
書
の
目
的
は
、
何
が
中
国
の

政
策
を
動
か
し
て
い
る
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
―
―
で
き
る
だ
け
北

京
の
政
策
立
案
者
と
同
じ
よ
う
に

世
界
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
」

（
序
よ
り
）

　

ア
メ
リ
カ
の
中
国
論
の
権
威

が
、
第
二
次
大
戦
後
か
ら
現
在
ま

で
、
政
治
、
経
済
、
軍
事
の
視
点

か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
中
国
の

安
保
政
策
を
鳥
瞰
し
た
基
本
書
。

直
近
の
脅
威
論
を
超
克
し
、
超
長

期
的
な
見
方
を
獲
得
す
る
た
め
に

必
須
の
書
で
あ
る
。

「
脅
威
に
対
す
る
脆
弱
性
。
そ
れ

が
中
国
外
交
の
主
た
る
原
動
力
で

あ
る
。
北
京
か
ら
見
た
世
界
は
、

政
策
立
案
者
の
部
屋
の
窓
の
外
の

通
り
か
ら
、
陸
の
国
境
や
海
上
交

通
路
ま
で
広
が
る
東
西
南
北
数
千

キ
ロ
の
地
域
、
さ
ら
に
は
遠
く
離

れ
た
大
陸
の
鉱
山
や
油
田
ま
で
、

す
べ
て
が
危
険
に
満
ち
た
場
所
で

あ
る
」（
第
１
章
）

「
全
般
的
に
見
て
、
中
国
に
隣
接

す
る
地
域
は
、
一
つ
の
大
国
に
と

っ
て
、
世
界
で
最
も
厄
介
な
地
政

学
的
環
境
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

…
ま
た
ア
メ
リ
カ
と
は
異
な
り
、

中
国
は
近
隣
22
カ
国
の
ど
の
国
と

も
純
粋
な
２
国
間
関
係
を
自
由
に

結
ぶ
こ
と
が
ま
ず
許
さ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る
た

め
、
中
国
は
一
つ
の
国
だ
け
を
想

定
し
て
政
策
を
立
案
す
る
こ
と
が

ま
ず
で
き
な
い
」（
第
１
章
）

「
中
国
に
と
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ

と
そ
の
同
盟
国
に
と
っ
て
も
、
よ

り
望
ま
し
い
代
替
案
は
、
中
国
の

安
全
保
障
を
高
め
る
た
め
に
、
新

た
な
力
の
均
衡
を
創
り
出
し
、
現

在
の
世
界
体
制
を
維
持
す
る
こ
と

だ
。
そ
の
場
合
、
中
国
は
よ
り
大

き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
」

（
結
論
）

「
わ
れ
わ
れ
の
分
析
は
、
中
国
の

目
標
達
成
を
支
援
し
た
い
人
々
、

阻
止
し
た
い
人
々
、
た
だ
そ
の
目

標
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
人
々
に

と
っ
て
、
等
し
く
有
用
と
な
る
は

ず
で
あ
る
」（
序
）

『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』

誌
が「
広
く
深
い
最
良
の
入
門
書
」

と
評
し
た
決
定
版
。［
国
際
関
係
・

外
交
・
現
代
史
］【
十
二
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
・
400
頁
・
四
六
〇
〇
円
）

　

バ
ル
ト
海
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
お
よ
ぶ
中
世
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
交

易
を
支
配
し
た
、
最
大
に
し
て
最

長
の
商
人
・
都
市
共
同
体
、
ハ
ン

ザ
。
12
世
紀
か
ら
17
世
紀
に
お
よ

ぶ
、
そ
の
制
度
、
文
化
、
歴
史
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
詳
述
し
た
決
定

版
。

「
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ザ
は
、
も
と
も

と
は
北
ド
イ
ツ
の
商
人
集
団
で
あ

っ
た
も
の
が
一
四
世
紀
半
ば
に
都

市
の
連
合
体
へ
と
変
貌
し
た
、
す

ぐ
れ
て
中
世
的
な
所
産
で
あ
る
。

確
か
に
、都
市
同
盟
そ
の
も
の
は
、

同
時
代
の
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
に

も
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

ど
れ
一
つ
と
し
て
、
ハ
ン
ザ
ほ
ど

長
続
き
も
し
な
け
れ
ば
広
が
り
を

持
つ
こ
と
も
な
か
っ
た
。
一
五
〇

を
超
え
る
海
港
都
市
と
内
陸
都
市

を
結
び
つ
け
た
最
盛
期
の
ハ
ン
ザ

は
、
ゾ
イ
デ
ル
海
か
ら
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
湾
、
そ
し
て
バ
ル
ト
海
か
ら

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
ま
で
の
一
五
〇

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
範
囲
を
包

摂
し
て
い
た
。
…
ハ
ン
ザ
は
、
当

時
の
法
曹
家
が
当
惑
す
る
よ
う
な

奇
妙
な
勢
力
で
も
あ
っ
た
。
ハ
ン

ザ
は
主
権
国
家
で
は
な
か
っ
た
。

と
い
う
の
も
ハ
ン
ザ
都
市
は
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国
の
領
域
内
に
存
在

し
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
い
ず
れ

も
多
様
な
聖
俗
領
主
の
支
配
下
に

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
緩
や
か
な

組
織
で
あ
る
ハ
ン
ザ
は
、
法
人
格

を
持
た
ず
、
恒
常
的
な
財
政
や
陸

海
軍
も
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
印

章
も
な
け
れ
ば
固
有
の
官
僚
組
織

や
統
治
機
構
も
持
た
な
か
っ
た
。

唯
一
の
例
外
的
な
組
織
で
あ
る
ハ

ン
ザ
総
会H

ansetag

す
ら
も

開
催
頻
度
は
低
く
不
定
期
で
あ

り
、
さ
ら
に
真
の
意
味
で
全
メ
ン

バ
ー
が
出
席
す
る
総
会
で
あ
っ
た

こ
と
な
ど
一
度
も
な
か
っ
た
の
で

あ
る
」（
序
論
）。

　

ハ
ン
ザ
商
人
は
ど
の
よ
う
な
船

を
操
っ
た
の
か
？　

ハ
ン
ザ
商
人

は
ど
の
よ
う
な
一
生
を
送
っ
た
の

か
？　

は
た
ま
た
、
ハ
ン
ザ
は
ど

の
よ
う
な
造
形
美
術
や
都
市
景
観

を
生
み
出
し
た
の
か
？　

日
本
の

ハ
ン
ザ
史
の
第
一
人
者
た
ち
が
贈

る
必
携
書
。
巻
末
に
は
最
近
の
研

究
史
を
通
観
す
る
解
説
を
附
す
。

［
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
・
中
世
史
］

【
十
二
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
・
488
頁
・
五
五
〇
〇
円
）

■
既
刊
よ
り　

三
つ
の
文
明
が
交

差
し
展
開
す
る
数
千
年
を
、
現
在

と
過
去
の
自
在
な
往
還
に
よ
り
語

る
。
ブ
ロ
ー
デ
ル
編
『
地
中
海
世

界
』
神
沢
栄
三
訳
（
四
二
〇
〇
円
）

　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
問
題
に
つ
い
て

は
、
今
日
ま
で
、
私
家
版
を
含
め
、

ゆ
う
に
二
〇
〇
〇
冊
を
超
え
る
回

想
記
類
が
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
だ

が
、
客
観
的
な
資
料
に
も
と
づ
い

た
資
料
集
は
い
ま
ま
で
存
在
し
な

か
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
七

〇
年
以
上
が
経
過
し
、
旧
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
連
邦
が
保
持
し
て
い
た
資
料

も
開
示
さ
れ
た
今
、
本
書
に
収
録

さ
れ
た
一
九
三
編
の
資
料
お
よ
び

付
録
類
に
よ
っ
て
、
シ
ベ
リ
ア
抑

留
以
前
の
詳
細
か
ら
各
地
域
で
の

抑
留
の
実
態
、
帰
還
お
よ
び
帰
還

後
の
問
題
、
冷
戦
下
の
か
け
ひ
き

な
ど
、
そ
の
全
貌
が
は
じ
め
て
明

ら
か
に
さ
れ
る
。

　

本
資
料
集
成
の
特
徴
を
整
理
す

る
な
ら
、（
１
）
旧
ソ
連
の
公
文

書
や
米
国
お
よ
び
米
占
領
軍
の
公

文
書
を
掲
載
す
る
マ
ル
チ
・
ア
ー

カ
イ
ヴ
ァ
ル
な
構
成
に
よ
っ
て
、

客
観
的
・
立
体
的
に
流
れ
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
、（
２
）極
東
・

シ
ベ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
・
中
央
ア

ジ
ア
・
北
朝
鮮
・
南
樺
太
な
ど
、

ソ
連
中
央
の
指
令
ど
お
り
に
は
貫

徹
さ
れ
な
か
っ
た
各
地
の
収
容
所

の
実
情
や
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
、（
３
）「
民
主
運
動
」
を
知

る
た
め
に
『
日
本
新
聞
』
は
じ
め

一
般
新
聞
や
政
党
、
帰
還
者
団
体

の
新
聞
も
掲
載
し
た
こ
と
、
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア

語
か
ら
の
も
の
を
中
心
に
、
翻
訳

が
約
半
分
を
占
め
る
。巻
末
に
は
、

こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
「
シ
ベ
リ

ア
抑
留
体
験
記
」
の
ほ
ぼ
全
て
を

収
め
た
膨
大
な
書
誌
を
付
す
。

　

戦
後
七
〇
年
を
へ
て
よ
う
や
く

実
現
で
き
た
こ
の
画
期
的
な
資
料

集
成
は
、
抑
留
体
験
者
お
よ
び
遺

族
、
そ
の
関
係
者
・
団
体
・
機
関

は
じ
め
、
現
代
史
や
戦
争
関
連
書

に
関
心
の
あ
る
読
者
に
新
た
な
知

見
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
図
書
館

必
備
。
内
容
見
本
進
呈
。［
現
代

史
］【
一
月
下
旬
刊
】（
Ａ
５
判
函

入
・
980
頁
・
予
一
八
〇
〇
〇
円
）

全貌をはじめて明らかに

《シベリア抑留関係資料集成》
富田 武・長勢了治編

内澤旬子
メイ・サートン

《70歳の日記》
幾島幸子訳

を読む

ア
メ
リ
ー　

仮
借
な
い
現
実
を
前
に
す
る
時
、
人
間

は
い
か
に
弱
い
も
の
か
。
二
〇
年
の
沈
黙
の
後
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
考
察
。
池
内
紀
訳
三
七
〇
〇
円

罪
と
罰
の
彼
岸

打
ち
負
か
さ
れ
た
者
の
克
服
の
試
み
［
新
版
］

アメリカは、
「北京はこう考える」と見ている。

アンドリュー・J. ネイサン／アンドリュー・スコベル

《中国安全保障全史　万里の長城と無人の要塞》
河野純治訳

メ
ダ
ワ
ー　

科
学
者
を
志
す
者
が
心
に
留
め
る
べ
き

助
言
の
宝
庫
と
し
てN

ature

誌
も
推
薦
す
る
不
朽

の
名
著
。結
城
浩
解
説
鎮
目
恭
夫
訳
二
七
〇
〇
円

若
き
科
学
者
へ
［
新
版
］

［
８
月
］

ミ
ク
ロ
ス
ト
リ
ア
と
世
界
史

歴
史
家
の
仕
事
に
つ
い
て

［
９
月
］

フ
ェ
ル
プ
ス　

繁
栄
の
個
人
主
義
、
停
滞
の
コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ズ
ム
。
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
が
長
期

停
滞
の
処
方
箋
を
提
示
。小
坂
恵
理
訳
五
六
〇
〇
円

な
ぜ
近
代
は
繁
栄
し
た
の
か

草
の
根
が
生
み
だ
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

オ
ー
セ
ル
ー　

研
究
所
が
経
済
援
助
を
受
け
る
と
ど

う
な
る
か
。
そ
の
起
源
を
ボ
ー
ア
研
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
財
団
か
ら
考
察
。
矢
崎
裕
二
訳　

八
二
〇
〇
円

科
学
の
曲
が
り
角　
ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア

研
究
所
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団

核
物
理
学
の
誕
生

怪
物
君

吉
増
剛
造　

大
震
災
か
ら
五
年
、
詩
業
を
賭
け
て
生

ま
れ
た
長
篇
詩
。
言
葉
の
土
台
が
崩
れ
た
場
所
か
ら

途
方
も
な
い
ビ
ジ
ョ
ン
が
出
現
す
る
。
四
二
〇
〇
円

ガ
ワ
ン
デ　

長
寿
時
代
の
終
末
期
を
ど
う
生
き
、
最

期
の
時
を
ど
う
迎
え
る
か
。
現
役
外
科
医
が
描
く
迫

真
の
ド
ラ
マ
。［
８
刷
］
原
井
宏
明
訳
二
八
〇
〇
円

モ
レ
ッ
テ
ィ　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
て
古
今
東

西
の
文
学
を
分
析
し
、
世
界
文
学
研
究
に
新
た
な
展

望
を
拓
く
革
新
的
論
考
。
秋
草
他
訳　

四
六
〇
〇
円

レ
デ
ィ
カ
ー　

海
に
浮
か
ぶ
地
獄
に
お
け
る
残
忍
と

強
欲
、
抵
抗
を
現
前
さ
せ
る
筆
致
。
闘
う
歴
史
家
に

よ
る
黒
い
大
西
洋
史
。
上
野
直
子
訳　

六
八
〇
〇
円

ド
ゥ
ブ
レ
／
樋
口
／
三
浦
／
水
林
／
水
林　

政
治
理

念
か
ら
軍
備
そ
し
て
学
校
教
育
制
度
ま
で
。
危
機
的

政
治
状
況
下
の
憲
法
と
日
本
を
問
う
。
四
二
〇
〇
円

奴
隷
船
の
歴
史

死
す
べ
き
定
め

遠
読　
〈
世
界
文
学
シ
ス
テ
ム
〉
へ
の
挑
戦

思
想
と
し
て
の〈
共
和
国
〉

日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
た
め
に
［
増
補
新
版
］

荒
川
洋
治　

読
書
と
日
本
語
の
新
し
い
情
景
を
見
続

け
て
き
た
著
者
に
よ
る
最
新
エ
ッ
セ
イ
集
。
今
年
度

毎
日
出
版
文
化
賞
「
書
評
賞
」
受
賞
。
二
七
〇
〇
円

今
福
龍
太　

歩
く
こ
と
、
孤
独
、
自
然
。
文
明
社
会

の
な
か
で
真
に
自
由
な
生
き
方
を
考
え
抜
い
た
ソ
ロ

ー
。
生
誕
二
百
年
、そ
の
根
源
に
迫
る
。三
八
〇
〇
円

過
去
を
も
つ
人

ヘ
ン
リ
ー
・
ソ
ロ
ー
野
生
の
学
舎

サ
ー
ト
ン　

残
り
少
な
い
時
間
と
孤
独
の
な
か
で
探

し
た
「
年
を
と
ら
な
い
秘
訣
」。
出
会
い
、喪
失
、発
見

に
み
ち
た
濃
密
な
一
年
。幾
島
幸
子
訳
三
四
〇
〇
円

70
歳
の
日
記

ト
ド
ロ
フ
シ
リ
ア
内
戦
、Ｉ
Ｓ
、難
民
、テ
ロ
。「
進

歩
、自
由
、人
民
」と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
な
理
念
が
も
た

ら
す
危
機
と
は
何
か
。
大
谷
尚
文
訳　

四
五
〇
〇
円

シ
ョ
ー
タ
ー　

精
神
医
学
の
総
体
を
知
る
た
め
に
書

か
れ
た
歴
史
事
典
。
時
代
や
地
域
を
越
え
て
関
連
す

る
二
一
一
項
目
。
江
口
・
大
前
監
訳　

九
〇
〇
〇
円

民
主
主
義
の
内
な
る
敵

精
神
医
学
歴
史
事
典

イ
ギ
リ
ス

労
働
者
階
級
の
盛
衰

［
10
月
］

［
５
月
］

中
世
最
大
最
長
の
商
人
・
都
市
共
同
体

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
ラ
ン
ジ
ェ

高
橋
理
監
訳　

奥
村
・
小
澤
・
小
野
寺
・
柏
倉
・
高
橋
・
谷
澤
訳《
ハ
ン
ザ　
12
―
17
世
紀

》

ユ
ン
グ　
「
夢
の
本
質
に
つ
い
て
」「
象
徴
と
夢
解
釈
」

な
ど
６
編
。
臨
床
家
ユ
ン
グ
の
現
場
を
生
々
と
伝
え

る
。
横
山
博
監
訳

大
塚
紳
一
郎
訳
三
四
〇
〇
円

僕
と
彼
氏
は
い
か
に
し
て

赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
っ
た
か

死
に
ゆ
く
人
に

何
が
で
き
る
か
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刊
行
の
こ
と
ば

　

日
本
の
精
神
医
学
に
新
た
な
道

を
切
り
拓
き
、
透
徹
し
た
理
性
と

柔
軟
な
感
性
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

ア
ン
テ
ナ
感
覚
で
人
と
時
代
を
捉

え
て
き
た
精
神
科
医
・
中
井
久
夫
。

専
門
論
文
で
あ
れ
、
エ
ッ
セ
イ
で

あ
れ
、
小
サ
ー
ク
ル
に
向
け
た
こ

と
ば
で
あ
れ
、
区
別
す
る
こ
と
の

な
い
そ
の
気
品
あ
ふ
れ
る
文
章

は
、
詩
集
を
始
め
と
す
る
翻
訳
と

も
ど
も
、
多
く
の
読
者
の
心
に
響

い
た
。
一
九
六
四
年
に
ペ
ン
ネ
ー

ム
で
発
表
し
た
論
考
か
ら
東
日
本

大
震
災
以
後
ま
で
、
半
世
紀
に
わ

た
り
世
に
届
け
つ
づ
け
た
作
品
の

数
々
を
こ
こ
に
年
代
順
に
編
み
、

著
者
の
歩
み
の
一
端
を
共
有
し
た

い
と
考
え
る
。

推
薦
の
こ
と
ば

　

類
い
希
な
叡
智
、
ま
さ
し
く
本

物
の
品
性
、
時
代
や
社
会
を
全
体

的
に
鋭
く
深
く
的
確
に
捉
え
つ

つ
、
か
た
や
声
を
挙
げ
る
術
を
持

た
ず
、
日
陰
に
苦
し
む
人
々
へ
も

眼
差
し
を
向
け
る
社
会
性
の
結
実

が
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
著
者
の
世

界
に
触
れ
る
幸
せ
！

村
瀬
嘉
代
子
（
臨
床
心
理
学
者
）

＊

　

気
品
。
高
雅
。
透
徹
。
こ
の
比

類
の
な
い
賢
人
と
同
時
代
を
生
き

ら
れ
た
幸
運
を
慶
ぶ
。
中
井
久
夫

先
生
の
思
索
は
、
内
に
閉
じ
小
さ

く
縮
こ
ま
ろ
う
と
す
る
わ
た
し
の

心
と
身
体
を
、
絶
え
ず
外
に
向
け

て
開
き
つ
づ
け
て
く
れ
た
。

松
浦
寿
輝
（
作
家
・
詩
人
）

　

こ
の
人
と
同
時
代
に
生
き
て
い

て
よ
か
っ
た
…
と
思
え
る
オ
ジ
サ

マ
の
ひ
と
り
が
中
井
久
夫
さ
ん
。

精
神
病
に
つ
い
て
も
、
災
害
に
つ

い
て
も
、
こ
の
人
が
い
た
お
か
げ

で
日
本
の
社
会
は
ど
れ
だ
け
変
わ

っ
た
だ
ろ
う
。
詩
と
エ
ッ
セ
イ
に

は
い
つ
も
目
を
洗
わ
れ
る
し
、
時

評
に
は
い
つ
も
背
筋
を
ゾ
ク
リ
と

さ
せ
ら
れ
る
。

上
野
千
鶴
子
（
社
会
学
者
）

＊

　

知
性
と
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
同

じ
ほ
ど
危
険
な
道
具
で
、
人
を
凶

暴
に
も
尊
大
に
も
愚
か
に
も
さ
せ

る
も
の
だ
が
、
中
井
久
夫
は
知
性

本
来
の
崇
高
さ
の
中
で
文
章
を
肉

声
で
静
か
に
語
る
よ
う
に
書
く
。

私
は
同
時
代
に
生
き
ら
れ
た
こ
と

を
奇
跡
と
感
じ
る
。

保
坂
和
志
（
小
説
家
）

＊

　

ト
ラ
ウ
マ
の
領
域
は
、
ヒ
ス
テ

リ
ー
の
よ
う
に
胡
散
臭
い
か
、
あ

る
い
は
反
戦
や
女
性
運
動
の
よ
う

に
政
治
的
か
と
い
う
両
極
端
を
揺

れ
動
い
て
、
ま
と
も
な
精
神
科
医

が
相
手
に
す
る
も
の
で
は
な
い
よ

う
に
長
年
思
わ
れ
て
き
た
。
中
井

先
生
は
明
晰
で
み
ず
み
ず
し
い
言

葉
に
よ
っ
て
、
日
本
の
状
況
を
変

え
て
く
だ
さ
っ
た
。

小
西
聖
子
（
臨
床
心
理
士
・

精
神
科
医
）

＊

　

時
に
は
花
の
香
に
ふ
く
ら
む
春

風
の
よ
う
な
甘
や
か
な
言
葉
遣
い

を
す
る
、
あ
た
た
か
い
叡
智
と
、

透
徹
し
た
明
察
と
、
こ
の
世
の
正

を
求
め
る
情
熱
と
を
兼
ね
備
え
た

友
人
を
、
一
人
あ
な
た
は
書
架
に

持
ち
た
く
は
な
い
か
。
名
を
中
井

久
夫
と
言
う
。

佐
々
木
中
（
作
家
・
哲
学
者
）

＊

　

文
系
と
理
系
の
壁
を
易
々
と
乗

り
越
え
た
、
ウ
イ
ル
ス
学
者
の
父

も
政
治
学
者
の
私
も
心
し
て
読
ま

ね
ば
な
ら
な
い
著
作
集
。
そ
れ
が

「
中
井
久
夫
集
」
だ
。
拙
著
『
大

正
天
皇
』
は
、３
巻
所
収
の
「「
昭

和
」
を
送
る
」
か
ら
着
想
を
得
て

い
る
。

原
武
史
（
政
治
学
者
）

＊

　

精
神
医
学
の
核
心
へ
と
つ
ら
な

る
い
く
つ
も
の
道
筋
、
時
代
を
画

す
る
臨
床
＝
治
療
論
、
ヒ
ト
が
生

き
・
病
み
・
老
い
る
こ
と
を
め
ぐ

っ
て
広
が
る
さ
ら
な
る
思
索
。
年

代
順
に
編
ま
れ
た「
中
井
久
夫
集
」

か
ら
そ
れ
ら
す
べ
て
が
あ
ふ
れ
だ

し
て
く
る
。江口

重
幸
（
精
神
科
医
）

＊

　

お
だ
や
か
な
言
葉
な
の
に
、
強

い
。
自
分
が
道
を
見
失
っ
て
い
る

気
が
す
る
と
き
、
こ
の
強
さ
に
ふ

れ
る
と
、
諭
さ
れ
た
よ
う
に
正

気
に
返
る
。「
中
井
久
夫
集
」
は
、

漂
流
す
る
わ
が
本
棚
の
、
錨
と
な

っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

渡
邊
十
絲
子
（
詩
人
）

＊

　

こ
の
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る

三
〇
〇
本
を
越
え
る
エ
ッ
セ
イ
の

表
題
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
う
ち

に
、
唖
然
と
し
て
し
ま
う
。「
認

知
症
に
手
さ
ぐ
り
で
接
近
す
る
」

「
現
代
中
年
論
」「
ク
ラ
ス
会
に
出

る
」「
い
つ
も
誰
か
が
被
災
地
に
」

等
々
。
や
っ
ぱ
り
中
井
久
夫
さ
ん

は
す
ご
い
！

富
山
太
佳
夫
（
英
文
学
者
）

＊

　

中
井
先
生
の
ご
本
は
も
う
書
棚

に
ぎ
っ
し
り
。
全
集
の
ス
ペ
ー
ス

に
悩
ま
し
い
け
れ
ど
、
や
は
り
揃

え
た
い
。
年
代
順
の
編
集
で
１
巻

か
ら
読
み
進
め
ば
、
と
き
に
は
大

河
と
き
に
は
清
流
の
よ
う
な
先
生

の
長
い
思
索
の
流
れ
を
深
く
た
ど

っ
て
ゆ
け
る
か
ら
で
あ
る
。

滝
川
一
廣
（
精
神
科
医
）

＊

　

中
井
先
生
の
著
作
は
、
ヴ
ァ
レ

リ
ー
／
身
体
／
生
理
学
を
め
ぐ
る

私
の
思
索
の
導
き
手
で
し
た
。
特

に
リ
ズ
ム
に
対
す
る
視
点
に
は
目

が
開
か
れ
ま
し
た
。

伊
藤
亜
紗
（
美
学
者
）

＊

　

医
学
生
の
頃
か
ら
こ
の
か
た
、

壁
に
ぶ
つ
か
る
た
び
に
中
井
先
生

の
本
を
開
い
て
き
た
。
迷
っ
た
と

き
に
採
る
べ
き
途
を
照
ら
す
北
極

星
の
よ
う
な
先
生
の
著
作
の
数
々

が
、
一
斉
に
世
に
出
る
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
人
た
ち
に
も
、
き
っ

と
大
き
な
導
き
と
励
ま
し
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

津
田
篤
太
郎
（
漢
方
医
）

＊

　

中
井
の
尋
常
な
ら
ざ
る
博
識

と
、
難
解
な
思
想
を
見
事
に
翻
案

し
て
み
せ
る
卓
抜
な
セ
ン
ス
に
触

れ
る
者
は
、
こ
の
知
性
に
飲
み
込

ま
れ
る
恐
怖
を
体
験
す
る
。だ
が
、

彼
は
同
時
に
そ
れ
を
ケ
ア
す
る
能

力
に
も
長
け
て
い
た
。
読
む
の
を

恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。

松
本
卓
也
（
精
神
科
医
）

＊

　

中
井
久
夫
氏
は
文
系
・
理
系
の

枠
組
み
を
超
え
た
存
在
だ
。
私
達

は
彼
を
通
じ
て
、
そ
の
ど
ち
ら
も

が
人
間
の
存
続
に
と
っ
て
必
須
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
に
至

る
。

名
越
康
文
（
精
神
科
医
）

＊

　

臨
床
家
と
し
て
の
中
井
久
夫
氏

の
文
章
は
、
ま
る
で
３
Ｄ
の
投
影

機
の
よ
う
だ
。
私
は
何
度
も
、
行

間
か
ら
医
師
と
患
者
さ
ん
の
姿
が

浮
か
び
上
が
る
の
を
見
て
、
や
り

取
り
の
声
を
聴
い
た
。
そ
の
と
き

の
感
触
を
頼
り
に
、
私
は
い
ま
も

臨
床
を
続
け
て
い
る
。

香
山
リ
カ
（
精
神
科
医
）

来
春
一
月
刊
行
開
始

中
井
久
夫
集
［
全
11
巻
］

そ
の
透
徹
し
た
知
性
と
柔
ら
か
な
感
性
で
、
わ
れ
わ
れ
の

時
代
に
鮮
か
な
し
る
し
を
刻
ん
で
き
た
精
神
科
医
・
中
井

久
夫
。
半
世
紀
に
お
よ
ぶ
思
考
と
実
践
の
道
筋
を
追
う
。

テクノロジーは
貧困を救わない
外山健太郎　松本 裕訳 ¥3500

生命、エネルギー、
進化
ニック・レーン　斉藤隆央訳 ¥3600

ピダハン「言語本能」を
超える文化と世界観

D. L.エヴェレット 屋代通子訳 ¥3400

キッド　僕と彼氏は
いかにして赤ちゃんを授かったか

ダン・サヴェージ 大沢章子訳 ¥3200

全
巻
構
成

１　

働
く
患
者　

1964-1983

　

現
代
社
会
に
生
き
る
こ
と
／
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
労
働
／
ポ
ー
の
庭
園

／
統
合
失
調
症
に
お
け
る「
焦
慮
」

と
「
余
裕
」
／
世
に
棲
む
患
者
／

精
神
科
医
と
し
て
の
神
谷
美
恵
子

さ
ん
／
他　
　
　
　
　
　
（
20
編
）

２　

家
族
の
表
象　

1983- 1987

　

日
本
の
家
族
と
精
神
治
療
／

「
つ
な
が
り
」
の
精
神
病
理
／
神

戸
の
光
と
影
／
私
の
日
本
語
作
法

／
き
の
こ
の
匂
い
に
つ
い
て
／
親

の
成
熟
と
子
ど
も
の
自
立
／
精
神

科
医
の
弁
明
／
他　
　
　
（
37
編
）

３　

世
界
に
お
け
る
索
引
と
徴
候

　

1987- 1991　

　

意
地
の
場
に
つ
い
て
／
医
療
に

お
け
る
合
意
と
強
制
／
微
視
的
群

れ
論
／
私
の
仕
事
始
め
／
統
合
失

調
症
の
精
神
療
法
／
「
昭
和
」
を

送
る
／
Ｒ
・
Ｄ
・
レ
イ
ン
の
死
／

家
族
の
深
淵
／
他　
　
　
（
26
編
）

４　

統
合
失
調
症
の
陥
穽

1991- 1994　

　

精
神
科
医
が
も
の
を
書
く
と
き

／
隣
の
病
い
／
多
重
人
格
を
め
ぐ

っ
て
／
Ｙ
夫
人
の
こ
と
／
あ
る
少

女
／
精
神
病
棟
の
設
計
に
参
画
す

る
／
ク
ラ
ス
会
に
出
る
／
詩
の
基

底
に
あ
る
も
の
／
他　
　
（
32
編
）

５　

執
筆
過
程
の
生
理
学

1994- 1996　

　

旗
の
こ
と
／
近
代
精
神
医
療
の

な
り
た
ち
／
日
本
に
天
才
は
い
る

か
／
災
害
が
ほ
ん
と
う
に
襲
っ
た

時
／
精
神
科
医
の
見
た
二
都
市
／

震
災
後
の
動
植
物
／
さ
い
は
て
の

仮
設
住
宅
に
て
／
他　
　
（
28
編
）

６　

い
じ
め
の
政
治
学

1996- 1998　

　

喪
の
作
業
と
し
て
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

／
訳
詩
の
生
理
学
／
医
師
は
治
療

の
媒
介
者
／
赤
と
青
と
緑
と
ヒ
ト

／
二
年
目
の
震
災
ノ
ー
ト
／
精
神

科
治
療
環
境
論
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
は
何
か
／
他　
　
　
　
（
30
編
）

７　

災
害
と
日
本
人

1998- 2002　

　

い
ろ
い
ろ
ず
き
ん
考
／
ト
ラ
ウ

マ
と
そ
の
治
療
体
験
／
阪
神
間
の

文
化
と
須
賀
敦
子
／
安
克
昌
先
生

を
悼
む
／
犯
罪
の
減
少
と
少
年
事

件
／
医
学
・
精
神
医
学
・
精
神
療

法
は
科
学
か
／
他　
　
　
（
32
編
）

８　

統
合
失
調
症
と
ト
ラ
ウ
マ

2002- 2004　

　

甲
南
裏
山
物
語
／
図
書
館
に
馴

染
ま
ざ
る
の
記
／
「
踏
み
越
え
」

に
つ
い
て
／
母
子
の
時
間
、
父
子

の
時
間
／
日
本
の
家
族
／
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
の
果
て
／
生
活
空
間
と

精
神
健
康
／
他　
　
　
　
（
32
編
）

９　

日
本
社
会
に
お
け
る
外
傷
性

ス
ト
レ
ス　

2005- 2007

　

戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
の
考
察

／
ヴ
ァ
レ
リ
ー
と
青
年
期
危
機
／

樹
を
み
つ
め
て
／
ウ
イ
ル
ス
持
続

感
染
が
起
こ
す
い
た
ず
ら
／
日
本

人
の
宗
教
／
虹
の
色
と
精
神
疾
患

分
類
の
こ
と
／
他　
　
　
（
28
編
）

10　

認
知
症
に
手
さ
ぐ
り
で
接
近

す
る　

2007- 2009

　

Ｓ
Ｓ
Ｍ
、
通
称
丸
山
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
の
私
見
／
辞
書
か
ら
み

た
伝
統
と
文
化
／
国
内
外
の
精
神

医
学
の
動
向
一
端
／
私
が
面
接
で

心
が
け
て
き
た
こ
と
／
現
代
医
学

は
ひ
と
つ
か
／
他　
　
　
（
28
編
）

11　

患
者
と
医
師
と
薬
の
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
的
出
会
い

2009- 2012

　

中
医
学
瞥
見
の
記
／
笑
い
の
生

物
学
を
試
み
る
／
在
宅
緩
和
ケ
ア

に
関
与
す
る
／
東
日
本
巨
大
災
害

の
テ
レ
ビ
を
み
つ
つ
／
戦
争
か

ら
、
神
戸
か
ら
／
統
合
失
調
症
の

有
為
転
変
／
い
つ
も
誰
か
が
被
災

地
に
／
他　
　
　
　
　
　
（
37
編
）

＊
各
巻
末
に
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
ラ
イ
タ
ー
最
相
葉
月
に
よ
る
解

説
が
付
き
ま
す

＊
第
11
巻
末
に
は
、「
中
井
久
夫

著
作
総
目
録
」
を
収
録
予
定
で
す

［
第
一
回
配
本
］

第
１
巻　

働
く
患
者

一
月
中
旬
刊

（
予
価
三
二
〇
〇
円
）

阪神淡路大震災の直後、多忙のさなかに著書
『災害がほんとうに襲った時』の刊行のため

ファクシミリで送られた校正刷の直し

■
中
井
久
夫
が
発
表
し
た
文
章

（
一
九
六
四
―
二
〇
一
二
）
を
年

代
順
に
編
集
し
、
全
11
巻
で
構
成

■
精
神
医
学
の
高
度
の
専
門
論

文
、
小
社
刊
『
最
終
講
義
』『
西

欧
精
神
医
学
背
景
史
』、
お
よ
び

他
社
刊
行
の
『
分
裂
病
と
人
類
』

『
精
神
科
治
療
の
覚
書
』『
治
療
文

化
論
』
な
ど
の
単
行
本
は
除
く

■
底
本
は
単
行
本
（
お
よ
び
文
庫

版
）
に
依
拠
し
、
単
行
本
収
録
の

さ
い
に
加
え
ら
れ
た
文
章
な
ど
も

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
収
載

■
『
記
憶
の
肖
像
』（
一
九
九
二
）

以
後
の
小
社
刊
の
単
行
本
に
収
め

ら
れ
た
文
章
、
ま
た
、
そ
れ
以
前

は『
中
井
久
夫
著
作
集
』（
全
６
巻
、

岩
崎
学
術
出
版
社
、
そ
の
後
一
部

「
ち
く
ま
学
芸
文
庫
」）お
よ
び『
精

神
科
医
が
も
の
を
書
く
と
き
』（
全

２
巻
、広
英
社
、そ
の
後
一
部
「
ち

く
ま
学
芸
文
庫
」）
に
収
め
ら
れ

た
中
か
ら
主
要
な
も
の
を
収
録
。

単
行
本
未
収
の
文
章
も
少
々
含
む

■
四
六
判
上
製　

各
巻
平
均
320
頁

■
明
年
一
月
刊
行
開
始
、
三
カ
月

に
一
冊
を
、
巻
数
順
に
刊
行

死すべき定め
死にゆく人に何ができるか

A. ガワンデ　原井宏明訳 ¥2800

野生のオーケストラが聴こえる
サウンドスケープ生態学と音楽の起源

B. クラウス　伊達 淳訳 ¥2400

悩む力
べてるの家の人びと

斉藤道雄 ¥1600

治りませんように
べてるの家のいま

斉藤道雄 ¥1600

手話を生きる 少数言語が
多数派日本語と出会うところで

斉藤道雄 ¥2600

貧乏人の経済学 もういちど
貧困問題を根っこから考える

バナジー／デュフロ 山形浩生訳 ¥3000

善意で貧困はなくせるのか？
貧乏人の行動経済学

カーラン／アペル 清川幸美訳 ¥3000

なぜ近代は繁栄したのか
草の根が生みだすイノベーション

E. フェルプス　小坂恵理訳 ¥5600

大脱出
健康、お金、格差の起原

A. ディートン　松本 裕訳 ¥3800

21世紀の資本

T. ピケティ 山形・守岡・森本訳 ¥4400

信じない人のための
〈宗教〉講義

中村圭志 ¥2000

オシムの伝言
千田 善 ¥1900

夜と霧
［新版］

V. E. フランクル 池田香代子訳 ¥1200

夜と霧
ドイツ強制収容所の体験記録

V. E. フランクル 霜山徳爾訳 ¥1500

暴力について
共和国の危機

H. アーレント　山田正行訳 ¥3200

地に呪われたる者
F. ファノン　鈴木・浦野訳 ¥3800

夜間飛行
サン=テグジュペリ 山崎庸一郎訳 ¥1200

平和か戦争か
戦時の記録 1

サン=テグジュペリ 山崎庸一郎訳 ¥2200

ある人質への手紙
戦時の記録 2

サン=テグジュペリ 山崎庸一郎訳 ¥2200

心は二十歳さ
戦時の記録 3

サン=テグジュペリ 山崎庸一郎訳 ¥2200

小さな哲学史
アラン　橋本由美子訳 ¥2200

三ギニー 

戦争と女性

V. ウルフ　出淵敬子訳 ¥2200

生きがいについて 

神谷美恵子コレクション

柳田邦男解説 ¥1200

詩心の風光
［新版］

片山敏彦 ¥2400

水の音楽
オンディーヌとメリザンド

青柳いづみこ ¥2400

11 月配信開始11 月配信開始 10 月配信開始 8 月配信開始

＊ 電子書籍の価格表示は
希望小売価格です（税別）
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最終講義
分裂病私見

中井久夫 ¥1600

臨床瑣談
中井久夫 ¥1400

臨床瑣談 続

中井久夫 ¥1500

災害がほんとうに襲った時
阪神淡路大震災 50 日間の記録

中井久夫 ¥900

復興の道なかばで
阪神淡路大震災一年の記録

中井久夫 ¥1200

福島の原発事故をめぐって
いくつか学び考えたこと

山本義隆 ¥800

森のなかのスタジアム
新国立競技場暴走を考える

森まゆみ ¥2400

「日本国憲法」まっとうに
議論するために［改訂新版］

樋口陽一 ¥1800

夜のある町で
荒川洋治 ¥2000

世に出ないことば
荒川洋治 ¥2000

知恵の悲しみの時代
長田 弘 ¥2000

谷中、花と墓地
サイデンステッカー 山口徹三編 ¥1900

ちいさなカフカ
池内 紀 ¥1600

なじみの店
池内 紀 ¥1700

無口な友人
池内 紀 ¥1700

あだ名の人生
池内 紀 ¥2000

寺田寅彦と現代
等身大の科学をもとめて

池内 了 ¥2000

あたまの目
人生の見かた

外山滋比古 ¥1400

忘却の力
創造の再発見

外山滋比古 ¥2000

いのちをもてなす
環境と医療の現場から

大井 玄 ¥1400

通り過ぎた人々
小沢信男 ¥1900

ブルームズベリーふたたび
北條文緒 ¥1900

ふるほん行脚
田中眞澄 ¥1900

随時見学可
大竹昭子 ¥1700

読書教育
フランスの活気ある現場から

辻 由美 ¥1900

通訳者と戦後日米外交
鳥飼玖美子 ¥3000

村上春樹短篇再読
風丸良彦 ¥2000

村上春樹〈訳〉短篇再読
風丸良彦 ¥2000

傍観者からの手紙
FROM LONDON 2003-2005

外岡秀俊 ¥1600

小さな町で
〈大人の本棚〉

Ch.-L. フィリップ 山田稔訳 ¥1900

ミル自伝
〈大人の本棚〉

J. S. ミル　村井章子訳 ¥2200

『悪霊』神になりたかった男
〈理想の教室〉

亀山郁夫 ¥1000

『パンセ』数学的思考
〈理想の教室〉

吉永良正 ¥1000

『白鯨』アメリカン・
スタディーズ〈理想の教室〉

巽 孝之 ¥1000

カフカ『断食芸人』
〈わたし〉のこと〈理想の教室〉

三原弟平 ¥1000

バッハ『ゴルトベルク変奏曲』
世界・音楽・メディア〈理想の教室〉

小沼純一 ¥1200

エジソン 理系の想像力
〈理想の教室〉

名和小太郎 ¥1200

ランボー『地獄の季節』
詩人になりたいあなたへ〈理想の教室〉

野村喜和夫 ¥1200

東アジア人文書 100
東アジア出版人会議編 ¥1900

＊電子書店により取扱のタイトルに
若干の違いのある場合がございます
＊小社ウェブサイトにもご案内

http://www.msz.co.jp/book/ebook/

　

一
九
六
〇
年
代
の
日
本
は

「
経
済
」
を
政
治
課
題
と
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
み
ご
と
に
高

度
成
長
を
実
現
さ
せ
た
。
そ
れ

は
同
時
に
「
政
治
」
本
来
の
課

題
を
棚
上
げ
し
、
不
可
視
化
す

る
こ
と
を
意
味
し
て
も
い
た
。

豊
か
に
な
っ
て
何
が
悪
い
？
と

い
う
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

豊
か
さ
と
い
う
価
値
に
は
、
自

分
た
ち
が
何
を
忘
れ
た
か
を
忘

れ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
六
〇

年
代
は
、
そ
れ
以
前
の
人
々
の

見
た
夢
、
そ
の
豊
か
な
記
憶
を

上
書
き
し
た
が
、
本
書
は
そ
れ

を
再
想
起
す
る
作
業
で
あ
る
。

　

本
書
の
舞
台
と
な
る
「
東
京

南
部
」
は
そ
の
地
域
の
労
働
者

に
と
っ
て
特
別
の
意
味
を
も
っ

て
い
た
。
軍
需
工
場
の
集
中
し

た
大
田
区
域
は
、
戦
争
末
期
、

米
軍
に
よ
る
爆
撃
に
さ
ら
さ
れ

た
が
、
戦
前
か
ら
の
労
働
運
動

の
伝
統
の
あ
る
こ
の
地
域
で
は

早
く
か
ら
運
動
の
立
ち
上
が
り

を
見
せ
た
。
人
々
は
労
働
組
合

を
組
織
す
る
と
と
も
に
、
自
分

た
ち
を
文
化
的
に
組
織
し
、
文

学
、
演
劇
、
美
術
、
音
楽
な
ど

の
職
場
サ
ー
ク
ル
を
続
々
と

生
み
だ
し
て
い
た
。

　

大
田
区
「
下
丸
子
」
に
は
、

米
軍
戦
車
を
修
理
す
る
三
菱

重
工
系
の
Ｐ
Ｄ
工
場
（
軍
管

理
工
場
）
が
あ
り
、
通
用
門

に
は
カ
ー
ビ
ン
銃
を
持
っ
た
米

兵
が
立
ち
、
ガ
ー
ド
マ
ン
が
従

業
員
の
所
持
品
検
査
を
し
て
い

た
。
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
と

ま
も
な
く
、
こ
の
下
丸
子
工
場

で
四
五
人
の
労
働
者
に
レ
ッ
ド

パ
ー
ジ
が
通
告
さ
れ
た
が
、
彼

ら
が
こ
れ
に
抵
抗
し
実
力
闘
争

を
展
開
し
た
こ
と
で
、「
下
丸

子
」
の
名
は
一
躍
象
徴
的
な
意

味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

は
占
領
下
で
の
労
働
運
動
弾
圧

事
件
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な

い
。
こ
の
時
期
の
日
本
の
軍
需

工
場
は
朝
鮮
戦
争
の
後
方
勤
務

の
場
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で

な
さ
れ
る
抵
抗
は
、
海
を
隔
て

た
ア
ジ
ア
に
連
帯
す
る
反
戦
平

和
の
意
味
を
あ
わ
せ
持
つ
こ
と

に
な
る
。
こ
の
工
場
街
で
、
労

働
者
た
ち
は
抵
抗
詩
を
書
き
、

ガ
リ
版
刷
り
の
詩
誌
を
作
り
、

サ
ー
ク
ル
相
互
で
連
絡
し
あ
っ

て
自
分
た
ち
を
組
織
化
し
た
。

そ
の
文
学
は
政
治
か
ら
距
離
を

取
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
純

化
す
る
「
文
学
」
で
は
な
か
っ

た
。

　

一
九
五
〇
年
代
当
時
、
全
国

の
職
場
、
地
域
に
文
化
サ
ー
ク

ル
が
存
在
し
、
お
び
た
だ
し
い

数
の
サ
ー
ク
ル
誌
が
発
行
さ
れ

て
い
た
。
人
々
は
仕
事
が
終
わ

る
と
集
ま
り
、
詩
を
作
り
、
鉄

筆
で
原
紙
に
文
字
を
刻
ん
だ
の

で
あ
る
。
今
回
、
道
場
親
信
が

「
下
丸
子
文
化
集
団
」
の
活
動

を
軸
と
し
て
復
元
し
た
の
は
そ

の
「
無
名
」
の
人
々
の
情
熱
で

あ
り
、
彼
ら
の
連
携
が
生
み
出

し
た
運
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

う
ね
り
で
あ
る
。「
下
丸
子
文

化
集
団
」
の
活
動
は
、
一
九
五

一
年
春
か
ら
五
九
年
ま
で
の
時

期
に
わ
た
っ
た
。
五
〇
年
代
の

コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
た
ち
は
当
時
の

共
産
党
分
裂
に
よ
る
混
乱
の
影

響
を
避
け
ら
れ
ず
、「
下
丸
子

文
化
集
団
」
も
こ
の
時
期
に
、

発
足
以
来
の
有
力
な
メ
ン
バ
ー

が
離
脱
し
た
こ
と
で
危
機
を
迎

え
、
ま
た
文
化
方
針
の
転
換
に

よ
っ
て
深
い
挫
折
感
を
舐
め
て

は
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
危

機
の
た
び
に
自
分
た
ち
の
軌
道

を
立
て
直
し
「
文
化
集
団
」「
工

作
者
」
と
し
て
の
自
身
を
再
創

出
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
政

党
の
文
化
方
針
は
単
に
上
意
下

達
の
指
令
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
の
潜
在
的
活
動
力
を
噴
出
さ

せ
る
触
媒
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え

彼
ら
は
自
分
た
ち
の
運
動
の
ベ

ク
ト
ル
を
自
ら
作
り
出
し
、
自

律
的
な
運
動
を
展
開
し
え
た
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
時
に
仲
間

を
失
い
、
時
に
政
治
的
挫
折
を

味
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
た
び
に
自
ら
を
生
み
出
し

つ
つ
、
運
動
は
五
〇
年
代
を
通

し
て
継
続
し
た
。
道
場
氏
の
記

述
は
き
わ
め
て
繊
細
で
あ
り
、

彼
ら
の
危
機
意
識
、
問
題
意
識

を
彼
ら
自
身
に
即
し
て
読
み
取

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
文
化
集

団
」
の
運
動
が
実
践
的
に
、
ま

た
理
論
的
に
も「
政
治
と
文
学
」

「
知
識
人
と
大
衆
」「
専
門
家
と

素
人
」
と
い
っ
た
根
深
い
対
立

軸
を
脱
構
築
し
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
を
み
ご
と
に
復
元
し
て
み
せ

て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
、
若

き
「
工
作
者
」
江
島
寛
、
植
民

地
期
朝
鮮
に
生
ま
れ
、
危
機
の

時
代
の
「
文
化
集
団
」
を
建
て

直
し
た
こ
の
詩
人
の
議
論
か
ら

は
、
文
化
運
動
が
既
存
の
「
文

学
」
の
輪
郭
そ
の
も
の
を
変
え

て
い
く
可
能
性
す
ら
感
じ
ら
れ

る
。
あ
ま
り
に
若
く
し
て
逝
っ

た
江
島
を
記
述
す
る
著
者
の
文

か
ら
は
哀
悼
の
響
き
が
聞
こ
え

て
く
る
。

　

こ
う
し
た
研
究
に
あ
た
っ
て

最
大
の
難
問
と
な
る
の
は
資
料

体
の
保
存
状
況
だ
。
文
化
が
文

化
商
品
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ

れ
る
時
代
が
訪
れ
る
と
と
も

に
、
サ
ー
ク
ル
誌
の
多
く
は
埋

も
れ
、
散
逸
し
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
本
書
の
よ
う
な
詳
細
に

わ
た
る
研
究
が
可
能
に
な
っ
た

の
は
、
運
動
当
事
者
や
、
そ
の

意
味
を
よ
く
知
っ
て
い
る
少
数

の
人
々
に
よ
っ
て
下
丸
子
の
サ

ー
ク
ル
誌
が
保
存
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
よ
る
。
当
時
の
メ
ン
バ

ー
た
ち
は
後
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
「
文
化
」
の
仕
事
に
就
く

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
も
彼

ら
は
繰
り
返
し
五
〇
年
代
に
立

ち
返
り
、
資
料
の
散
逸
を
食
い

止
め
、
そ
の
運
動
の
意
味
を
検

証
し
て
自
分
た
ち
に
歴
史
を
与

え
る
作
業
を
独
自
に
行
っ
て
い

た
。
そ
し
て
機
が
熟
し
、
ゆ
く

り
な
く
も
道
場
氏
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
こ
れ
に
め
ぐ
り
あ

い
、
瞠
目
し
た
。
氏
は
五
〇
年

代
サ
ー
ク
ル
の
経
験
に
立
ち
返

る
こ
の
研
究
自
体
が
「
サ
ー
ク

ル
」
の
運
動
に
な
っ
て
い
た
と

書
い
て
い
る
。
運
動
の
体
験
は

単
に
体
験
す
る
こ
と
以
上
に
、

本
人
が
、
あ
る
い
は
後
か
ら
来

た
者
が
、
そ
の
体
験
を
「
生
き

直
す
」
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の

だ
と
、
道
場
氏
が
前
著
『
占
領

と
平
和
』
に
書
い
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
す
。

　

本
書
は
、
雑
誌
『
人
民
文

学
』
の
分
析
、
詩
と
音
楽
の
サ

ー
ク
ル
活
動
家
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
「
民
族
独
立

行
動
隊
の
歌
」「
原
爆
を
許
す

ま
じ
」
が
生
れ
た
プ
ロ
セ
ス
な

ど
重
要
な
章
を
含
む
が
、
こ
こ

で
は
紹
介
し
つ
く
せ
な
い
。
当

時
の
人
々
は
自
分
た
ち
を
表
象

し
、
自
分
た
ち
の
歌
を
持
っ
て

い
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の
場

を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。

（
さ
と
う
・
い
ず
み　

日
本
近

代
文
学　

青
山
学
院
大
学
）

▽
道
場
親
信
『
下
丸
子
文
化
集

団
と
そ
の
時
代
』

（
次
面
下
に
広
告
）

書評コラム 2

一九五〇年代、
労働者の夢を

生き直す

佐藤 泉
道場親信

《下丸子文化集団とその時代》
を読む

　
　

中
井
久
夫　

略
歴

　

一
九
三
四
年
奈
良
県
生
ま
れ
。

京
都
大
学
医
学
部
卒
業
。
神
戸
大

学
名
誉
教
授
。
精
神
科
医
。
著
書

『
中
井
久
夫
著
作
集
―
―
精
神
医

学
の
経
験
』
全
６
巻
・
別
巻
２
（
岩

崎
学
術
出
版
社
、
一
九
八
四
―
九

一
）『
分
裂
病
と
人
類
』（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
八
二
、
二
〇
一

三
）『
精
神
科
治
療
の
覚
書
』（
日

本
評
論
社
、
一
九
八
二
、
二
〇
一

四
）『
治
療
文
化
論
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
〇
）『
こ
ん
な
と
き
私
は

ど
う
し
て
き
た
か
』（
医
学
書
院
、

二
〇
〇
七
）『
私
の
日
本
語
雑
記
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
）『
日
本

の
医
者
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇

一
〇
）
ほ
か
。
み
す
ず
書
房
か
ら

は
、
こ
の
『
中
井
久
夫
集
』
に
収

録
し
な
い
『
最
終
講
義
』（
一
九

九
八
）『
西
欧
精
神
医
学
背
景
史
』

（
一
九
九
九
、
新
装
版
二
〇
一
五
）

以
外
に
、
16
冊
の
単
著
、
３
冊
の

共
著
が
あ
る
。
翻
訳
書
も
、
み
す

ず
書
房
か
ら
サ
リ
ヴ
ァ
ン
、
ヴ
ァ

レ
リ
ー
、
カ
ヴ
ァ
フ
ィ
ス
な
ど
20

冊
以
上
を
刊
行
。

　
　

中
井
久
夫　

既
刊
よ
り

（
左
記
の
単
行
本
は
、『
中
井
久

夫
集
』
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

『
最
終
講
義
―
―
分
裂
病
私
見
』

　

一
九
九
七
年
三
月
五
日
、
聴
衆

で
立
錐
の
余
地
の
な
い
神
戸
大
学

医
学
部
第
五
講
堂
で
、
文
字
通
り

の
第
一
人
者
が
三
十
年
間
を
語
り

下
ろ
し
た
最
終
講
義
。

（
二
〇
〇
〇
円
）

『
西
欧
精
神
医
学
背
景
史
』

　

幾
多
の
分
水
嶺
を
持
ち
な
が
ら

古
代
か
ら
現
代
に
至
る
精
神
医
学

の
流
れ
を
、
西
欧
の
宗
教
的
倫
理

観
・
人
間
観
と
の
関
連
の
中
で
縦

横
無
尽
に
論
じ
た
ユ
ニ
ー
ク
に
し

て
驚
嘆
の
書
。　
（
二
八
〇
〇
円
）

　
　

中
井
久
夫　

翻
訳
書
よ
り

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
Ｌ
・
ハ
ー
マ
ン
『
心

的
外
傷
と
回
復
』［
増
補
版
］

　

ト
ラ
ウ
マ
問
題
の〈
バ
イ
ブ
ル
〉

と
呼
ば
れ
る
書
。（
六
八
〇
〇
円
）

Ｈ
・
Ｓ
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
『
精
神
医

学
は
対
人
関
係
論
で
あ
る
』

　

著
者
の
死
後
出
版
さ
れ
た
最
初

の
講
義
録
。
成
長
の
各
発
達
段
階

に
お
い
て
対
人
関
係
の
重
要
性
を

説
明
。　
　
　
　
（
七
八
〇
〇
円
）

ク
ッ
フ
ァ
ー
他
編
『
Ｄ
Ｓ
Ｍ‒

Ｖ

研
究
行
動
計
画
』（
共
訳
）

　

現
行
の
『
精
神
疾
患
の
診
断
・

統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
』の
問
題
点
を

洗
い
出
し
、
精
神
医
学
の
展
望
と

課
題
を
集
成
。　
（
七
二
〇
〇
円
）

『
ヴ
ァ
レ
リ
ー
詩
集　

コ
ロ
ナ
／

コ
ロ
ニ
ラ
』（
共
訳
）

　

恋
人
に
宛
て
た
最
後
の
詩
集
の

初
公
刊
。
最
晩
年
の
詩
人
の
結
実

と
そ
の
思
考
の
鍵
を
明
か
す
。

（
三
八
〇
〇
円
）

Ｒ
・
リ
デ
ル
『
カ
ヴ
ァ
フ
ィ
ス　

詩
と
生
涯
』（
共
訳
）

　

二
〇
世
紀
最
大
の
ギ
リ
シ
ャ
語

詩
人
の
生
を
立
体
的
に
描
き
つ
つ

カ
ヴ
ァ
フ
ィ
ス
詩
に
つ
い
て
の
詳

説
を
展
開
。　
　
（
五
二
〇
〇
円
）

みすず書房の電子書籍　全 68 点（2016 年 12 月現在）

＊ 電子書籍の価格表示は、希望小売価格です（税別）



（６）パブリッシャーズ・レビュー2016 年（平成 28 年）12 月15日 第 51 号
　

昨
年
の
五
月
に
亡
く
な
っ
た

詩
人
が
最
後
に
編
ん
で
い
た
、

自
選
エ
ッ
セ
ー
。
晩
年
の
仕
事

（Later W
orks

）
と
い
え
る
文

章
に
加
え
、
旧
作
か
ら
再
録
し
た

と
く
に
愛
着
の
深
い
数
篇
の
三
八

篇
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　

標
題
作
は
幼
少
の
記
憶
で
あ

る
。「
そ
の
と
き
何
を
考
え
て
い

た
か
覚
え
て
い
な
く
と
も
、
そ
の

と
き
そ
の
じ
ぶ
ん
を
つ
つ
ん
で
い

た
時
間
の
色
あ
い
は
、
後
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
じ
ぶ
ん
自
身
の
人

生
の
色
と
し
て
、
記
憶
の
な
か
に

ま
す
ま
す
あ
ざ
や
か
に
な
る
。」

　

詩
人
は
な
に
よ
り
も
読
書
の
人

だ
っ
た
。「『
灯
り
の
下
に
自
由
あ

り
き
。
灯
り
の
下
の
自
由
は
言
葉

な
り
き
。』
最
初
に
手
に
入
れ
た
、

首
の
曲
が
る
、
じ
ぶ
ん
だ
け
の
電

気
ス
タ
ン
ド
の
下
で
見
つ
け
て
か

ら
ず
っ
と
、
い
ま
も
胸
中
に
あ
る

わ
が
箴
言
で
す
。」

　

詩
人
は
か
つ
て
ク
ル
マ
を
運
転

し
て
ア
メ
リ
カ
の
ほ
と
ん
ど
の
州

を
走
り
抜
け
た
。「
雨
に
け
ぶ
る

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
の
州
ケ
ン
タ
ッ
キ

ー
の
、
静
か
で
う
つ
く
し
い
街
レ

キ
シ
ン
ト
ン
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・

モ
ー
ル
で
、
金
い
ろ
に
か
が
や
い

て
ゆ
っ
く
り
回
っ
て
ゆ
く
メ
リ

ー
・
ゴ
ー
・
ラ
ウ
ン
ド
を
見
て
い

た
と
き
、
ふ
っ
と
抱
い
た
一
瞬
の

思
い
を
、
い
ま
も
ま
だ
鮮
明
に
覚

え
て
い
る
。
人
生
と
よ
ば
れ
る
も

の
は
、
一
周
す
る
た
び
に
一
つ
ず

つ
歳
を
と
っ
て
ゆ
く
回
転
木
馬
の

よ
う
な
も
の
だ
と
。」

　

来
日
公
演
の
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン

に
つ
い
て
、
二
十
一
世
紀
の
ホ
イ

ッ
ト
マ
ン
だ
と
見
抜
い
た
一
文

も
、さ
す
が
で
あ
る
。
好
評
重
版
。

［
エ
ッ
セ
ー
・
人
生
論
・
音
楽
］

（
四
六
判
・
192
頁
・
二
四
〇
〇
円
）

　

イ
タ
リ
ア
の
北
東
端
、
現
在
は

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
国
境
を
接
す
る

港
湾
都
市
ト
リ
エ
ス
テ
は
、
須
賀

敦
子
の
翻
訳
し
た
サ
ー
バ
の
詩
で

わ
れ
わ
れ
に
身
近
に
な
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
人
イ
タ
リ
ア
文
学
研

究
者
の
ケ
ア
リ
ー
も
、
こ
の
詩
の

魅
力
の
虜
と
な
り
、
第
一
次
大
戦

直
前
に
サ
ー
バ
と
同
じ
空
気
を
吸

っ
て
い
た
小
説
家
、ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

ジ
ョ
イ
ス
と
イ
タ
ロ
・
ズ
ヴ
ェ
ー

ヴ
ォ
の
三
人
で
形
づ
く
る
三
角
形

を
夢
見
て
、
七
十
年
後
の
ト
リ
エ

ス
テ
に
滞
在
す
る
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
頼
り
に
残
り

香
を
も
と
め
て
さ
ま
よ
い
歩
く
著

者
に
、
文
学
的
ト
リ
エ
ス
テ
は
な

か
な
か
姿
を
現
さ
な
い
。
そ
の
代

わ
り
こ
の
町
の
重
層
的
な
歴
史
と

人
物
た
ち
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

三
人
の
詩
人
・
作
家
の
他
に
も
、

フ
ロ
イ
ト
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
、
モ

ン
タ
ー
レ
、
ロ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
な
ど

が
、
こ
の
町
に
姿
を
現
わ
し
、
言

葉
を
残
し
な
が
ら
、
亡
霊
の
よ
う

に
消
え
て
し
ま
う
の
だ
。

　

か
つ
て
栄
え
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア=

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
都
市
だ

っ
た
町
の
何
処
に
、
三
角
形
の
証

明
は
あ
る
の
だ
ろ
う
？　

ミ
ス
テ

リ
ー
タ
ッ
チ
の
文
学
研
究
エ
ッ
セ

ー
。
写
真
・
地
図
多
数
、
登
場
人

物
名
簿
を
附
す
。［
海
外
文
学
・

歴
史
・
紀
行
文
］【
一
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
変
256
頁
・
予
五
〇
〇
〇
円
）

み
す
ず
書
房
新
刊
（
2016
・
１
～
11
）　

３

バ
ー
ジ
ャ
ー
／
モ
ア　

Ｊ
・
バ
ー
ジ
ャ
ー
一
九
六
七

年
の
傑
作
。
無
名
の
村
医
者
の
観
察
を
通
し
て
人
間

と
医
療
の
本
質
に
迫
る
。
村
松
潔
訳
三
二
〇
〇
円

デ
イ
リ
ー　

環
境
マ
ク
ロ
経
済
学
の
創
始
者
が
、
環

境
／
共
同
体
の
福
祉
／
貧
困
を
架
橋
す
る
思
想
を
凝

縮
し
た
書
。
新
田
・
藏
本
・
大
森
訳　

四
五
〇
〇
円

東
京
・

文
京
・

本
郷
５

℡
〇
三
―
三
八
一
四
―
〇
一
三
一

（
価
格
は
税
別
で
す
）

保
坂
和
志　

書
く
こ
と
、
考
え
る
こ
と
の
自
由
を
筆

一
本
で
表
す
小
説
家
の
濃
密
な
エ
ッ
セ
イ
。
芸
術
の

真
髄
へ
誘
う
21
世
紀
の
風
姿
花
伝
！　

二
七
〇
〇
円

グ
ル
ニ
エ　

長
老
作
家
が
パ
リ
の
所
番
地
を
鍵
に
し

て
断
章
で
綴
る
二
〇
世
紀
の
作
家
た
ち
の
思
い
出
。

人
生
の
ア
ド
レ
ス
帳
。
宮
下
志
朗
訳　

三
七
〇
〇
円

試
行
錯
誤
に
漂
う

道
場
親
信　

50
年
代
に
若
者
を
席
捲
し
た
サ
ー
ク
ル

文
化
運
動
と
は
。
東
京
で
活
躍
し
た
下
丸
子
文
化
集

団
か
ら
見
え
る
も
う
一
つ
の
戦
後
史
。
三
八
〇
〇
円

御
園
生
涼
子　

大
島
渚
か
ら
メ
ロ
ド
ラ
マ
、
実
録
や

く
ざ
映
画
、
角
川
映
画
ま
で
、
国
民
の
物
語
の
周
縁

へ
追
わ
れ
た
他
者
の
声
を
聴
き
取
る
。
三
八
〇
〇
円

根
川
幸
男　

移
民
と
共
に
越
境
し
た
日
本
の
教
育
。

そ
の
変
容
と
文
化
再
創
造
を
丁
寧
に
た
ど
る
。
現
在

の
日
本
の
教
育
へ
の
示
唆
に
富
む
。
一
三
〇
〇
〇
円

下
丸
子
文
化
集
団
と
そ
の
時
代

一
九
五
〇
年
代
サ
ー
ク
ル
文
化
運
動
の
光
芒

映
画
の
声
戦
後
日
本
映
画
と
私
た
ち

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
移
民
の
教
育
史

芸
術
の
海
を
ゆ
く
人

果
報
者
サ
サ
ル

持
続
可
能
な
発
展
の
経
済
学

パ
リ
は
わ
が
町

あ
る
田
舎
医
者
の

物
語

■
書
物
復
権
２
０
１
６

10
社
共
同
復
刊
［
５
月
］

■
新
装
復
刊
［
７
月
］

ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
歴
史
（
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
は
虚
構
（
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
）
な
の
か
。
歴
史
学
に
お
け
る
表
象
と

真
実
を
め
ぐ
る
論
集
。
上
村
忠
男
訳　

三
五
〇
〇
円

歴
史
・
レ
ト
リ
ッ
ク
・
立
証

酒
井
忠
康　

批
評
家
の
泰
斗
・
土
方
定
一
へ
の
追
憶

と
オ
マ
ー
ジ
ュ
。
衣
鉢
を
継
い
だ
〝
カ
マ
キ
ン
〟
元

館
長
が
問
い
な
お
す
美
術
エ
ッ
セ
イ
。
四
六
〇
〇
円

回
想
の

土
方
定
一

四
方
田
犬
彦
・
斉
藤
綾
子
編
著　

改
め
て
脚
光
を
浴

び
る
大
女
優
を
論
じ
た
、
画
期
的
な
書
物
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
＆
全
出
演
作
デ
ー
タ
を
収
録
。
三
八
〇
〇
円

ラ
フ
ァ
エ
ル　

被
災
者
の
喪
失
感
や
仮
住
い
問
題
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
ト
レ
ス
ま
で
。
メ
ン
タ
ル
・

ケ
ア
の
重
要
性
を
示
す
。
石
丸
正
訳　

四
八
〇
〇
円

フ
ー
コ
ー　

そ
の
後
の
理
論
展
開
を
準
備
し
た
、
著

者
の
最
初
の
著
書
。
狂
気
を
文
化
の
積
極
的
な
表
現

と
捉
え
た
問
題
作
。
神
谷
美
恵
子
訳　

二
八
〇
〇
円

時
の
震
え

精
神
疾
患
と
心
理
学

ア
ジ
ェ
の
パ
リ

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
か
ら

遠
く
離
れ
て
日
本
の
20
世
紀
建
築
遺
産

映
画
女
優
若
尾
文
子

李
禹
煥　

韓
国
で
の
幼
年
時
代
の
記
憶
、
旅
と
日
常

の
時
間
空
間
へ
の
想
い
、
キ
ャ
ン
バ
ス
を
前
に
心
に

浮
か
ぶ
こ
と
…　

自
伝
的
エ
ッ
セ
イ
。
四
二
〇
〇
円

大
島
洋

百
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
パ
リ
を
、
ア
ジ
ェ

の
視
線
で
歩
い
て
み
る
。
身
体
感
覚
の
共
有
に
よ
り

生
ま
れ
た
、
奇
跡
の
よ
う
な
写
真
論
。
三
五
〇
〇
円

災
害
の
襲
う
と
き

カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
の
精
神
医
学

■
新
装
復
刊
［
３
月
］

■
新
装
復
刊
［
４
月
］

■
新
装
復
刊
［
５
月
］

ネ
ル
ー　

イ
ン
ド
解
放
闘
争
の
さ
な
か
獄
中
か
ら
一

人
娘
に
送
っ
た
200
通
の
手
紙
。
慈
愛
と
鋭
い
洞
察
に

み
ち
た
感
動
の
名
著
。
大
山
聰
訳　

各
二
七
〇
〇
円

島
田
虔
次　
「
儒
教
文
明
は
未
来
を
紡
ぐ
に
足
る
思

想
」と
確
信
す
る
立
脚
点
に
立
っ
た
、透
徹
し
た
中
国

思
想
史
研
究
。「
明
末
清
初
」
各
論
他
。
五
二
〇
〇
円

グ
レ
ー
ヴ
ズ　

病
身
で
吃
音
症
、
帝
位
な
ど
夢
み
も

し
な
か
っ
た
謎
の
ロ
ー
マ
皇
帝
〈
自
伝
〉。
タ
イ
ム
誌

「
小
説
100
選
」
の
傑
作
。多
田
・
赤
井
訳
四
二
〇
〇
円

バ
ル
ト　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
記

述
を
分
析
。
人
間
は
衣
服
と
言
葉
か
ら
ど
の
よ
う
に

意
味
を
作
る
の
か
？　

佐
藤
信
夫
訳　

七
四
〇
〇
円

父
が
子
に
語
る
世
界
歴
史
［
全
８
巻
］

こ
の
私
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス

中
国
の
伝
統
思
想

モ
ー
ド
の
体
系

そ
の
言
語
表
現
に
よ
る
記
号
学
的
分
析

デ
リ
ダ　

移
民
問
題
と
テ
ロ
に
揺
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
民
主
主
義
を
考
え
る
た
め
に
、
新
た
に
お
く
る
。

國
分
功
一
郎
解
説　

高
橋
・
鵜
飼
訳　

二
八
〇
〇
円

他
の
岬　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
民
主
主
義

松
隈
洋

国
立
西
洋
美
術
館
、
ホ
ー
ル
を
見
上
げ
れ

ば
富
士
山
が
？
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
な
ぜ
逆
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
？
戦
後
建
築「
歴
史
秘
話
」。
三
六
〇
〇
円

［
10
月
］

消
去

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト　

二
十
世
紀
ド
イ
ツ
語
圏
の
最
重
要

作
家
と
評
価
さ
れ
る
孤
高
の
著
者
が
描
く
、
比
類
な

き
怒
濤
の
圧
巻
長
編
。
池
田
信
雄
訳　

五
五
〇
〇
円

１　

文
明
の
誕
生
と
起
伏　
　

２　

中
世
の
世
界　

３　

ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
産
業
革
命
へ　
　

４　

激
動

の
十
九
世
紀　
　

５　

民
主
主
義
の
前
進　
　

６　

第
一
次
世
界
大
戦
と
戦
後　
　

７　

中
東
・
西

ア
ジ
ア
の
め
ざ
め　
　

８　

新
た
な
戦
争
の
地
鳴
り

（
各
巻
末
に
関
連
地
図
多
数
）

　

知
る
人
ぞ
知
る
文
人
学
者
、
待

望
の
論
文
エ
ッ
セ
ー
集
。
既
刊
の

『
明
け
方
の
ホ
ル
ン
』
は
、
第
一

次
大
戦
で
戦
死
し
た
マ
イ
ナ
ー
・

ポ
エ
ッ
ト
の
列
伝
と
し
て
、
多
く

の
読
書
人
を
う
な
ら
せ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
草
光
俊

雄
は
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
で

博
士
と
な
っ
た
後
、
ジ
ョ
セ
フ
・

ニ
ー
ダ
ム
研
究
所
に
勤
め
た
。
そ

の
長
い
英
国
経
験
が
も
た
ら
し
た

の
は
、
知
識
の
み
な
ら
ず
、
学
問

の
姿
勢
と
手
つ
き
、
生
活
と
一
体

化
し
た
美
学
で
も
あ
る
。

　

放
送
大
学
の
講
義
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

史
の
洒
脱
な
語
り
方
か
ら
も
、
そ

の
魅
力
は
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
社
会
経
済
史
に
お
け
る
専
門

は
、
近
代
の
産
業
化
と
手
工
業
や

デ
ザ
イ
ン
の
関
わ
り
と
ひ
と
ま
ず

言
え
る
が
、本
書
『
歴
史
の
工
房
』

の
目
次
を
一
見
す
れ
ば
、
草
光
の

興
味
と
学
識
が
及
ぶ
範
囲
の
広
さ

が
わ
か
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
、ピ
ー
タ
ー
・

バ
ー
ク
、
そ
し
て
師
匠
ラ
フ
ァ
エ

ル
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
に
つ
い
て
の
人

物
と
歴
史
学
を
生
き
生
き
と
語

り
、
鷗
外
の
史
伝
を
論
じ
る
。
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
を
軸
に
十
九

世
紀
末
の
中
世
主
義
を
、
柳
宗
悦

の
活
動
や
、
ラ
ス
キ
ン
と
御
木
本

隆
三
と
重
ね
合
わ
せ
て
描
く
。
イ

ギ
リ
ス
の
児
童
書
、
ブ
ル
ー
ム
ズ

ベ
リ
・
グ
ル
ー
プ
と
兵
役
拒
否
、

近
年
で
は
植
物
学
と
帝
国
の
歴
史

の
連
関
に
着
目
し
て
い
る
。

　

な
お
本
書
の
刊
行
を
記
念
し
て

二
月
に
下
北
沢
の
書
店
Ｂ
＆
Ｂ
で

予
定
さ
れ
て
い
る
、著
者
と
作
家
・

松
家
仁
之
さ
ん
と
の
対
談
も
楽
し

み
だ
。［
歴
史
学
・
文
化
史
・
学

問
論
］【
十
二
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
288
頁
・
予
四
五
〇
〇
円
）

　

社
会
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と

感
じ
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い

か
。
時
代
は
新
た
な
殖
産
興
業
・

富
国
強
兵
、
米
国
に
寄
り
添
う
新

し
い
大
日
本
帝
国
に
向
か
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

　

な
ぜ
自
分
は
危
機
的
状
況
を
う

が
つ
仕
事
を
続
け
て
き
た
の
だ
ろ

う
。
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ

る
著
者
は
、
自
ら
の
根
っ
こ
を
掘

り
下
げ
る
。

　

十
一
年
間
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ

れ
た
父
と
東
京
大
空
襲
の
被
災
者

だ
っ
た
母
、
戦
争
を
ひ
き
ず
る
両

親
は
東
京
・
池
袋
で
鉄
屑
屋
を
営

み
、必
死
に
昭
和
を
生
き
抜
い
た
。

　

失
わ
れ
た
も
の
は
、
誇
り
を
持

っ
て
生
き
て
い
け
る
自
営
業
の
暮

ら
し
と
経
済
。
自
律
し
た
在
り
方

を
許
容
す
る
社
会
。
少
年
漫
画
の

熱
狂
。「
み
ん
な
が
手
と
手
を
合

わ
せ
れ
ば
」
の
歌
。「
ネ
ー
ミ
ン

グ
詐
欺
」で
は
な
い
政
治
の
言
葉
。

　

い
わ
ゆ
る
戦
後
民
主
主
義
は
共

同
幻
想
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
現
実
に
は
戦
争

も
差
別
も
あ
っ
た
。
し
か

し
体
験
に
裏
づ
け
ら
れ
た

夢
だ
っ
た
。
当
時
と
、
平

和
と
平
等
の
理
想
さ
え
抱

け
な
い
現
在
と
の
差
は
、

と
て
つ
も
な
く
大
き
い
。

失
わ
れ
た
も
の
は
、
と
り

戻
さ
な
い
と
危
険
だ
。

「
今
、
大
き
な
渦
が
あ
っ
て
、
私

た
ち
は
そ
の
縁
（
ふ
ち
）
に
い
る

…
」
漫
画
家
ち
ば
て
つ
や
氏
と
の

二
十
五
年
ぶ
り
の
対
話
を
収
録
。

著
者
の
初
め
て
の
エ
ッ
セ
イ
集

は
、
会
心
の
庶
民
史
と
な
っ
た
。

［
エ
ッ
セ
イ
・
現
代
社
会
］

（
四
六
判
・
216
頁
・
二
七
〇
〇
円
）

東京・池袋の少年時代
会心の庶民史

斎藤貴男

《失われたもの》

最後のエッセー集
長田弘

《幼年の色、人生の色》

ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
ケ
ア
リ
ー

鈴
木
昭
裕
訳

《
ト
リ
エ
ス
テ
の
亡
霊

サ
ー
バ
、ズ
ヴ
ェ
ー
ヴ
ォ
、ジ
ョ
イ
ス

》

失
わ
れ
た
時
空
の
文
学
紀
行

草
光
俊
雄《
歴
史
の
工
房　
英
国
で
学
ん
だ
こ
と

》

歴
史
と
文
学
の
あ
い
だ ■

既
刊
よ
り

　

ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
の
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
受
賞
に
関
し
て
、『
幼
年

の
色
、
人
生
の
色
』
に
収
め
ら
れ

た
一
篇
「
二
十
一
世
紀
の
『
草

の
葉
』」
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

朝
日
新
聞
の
近
藤
康
太
郎
記
者
は

「
長
田
弘
は
ア
メ
リ
カ
音
楽
に
も

詳
し
か
っ
た
」
と
言
う
。
四
〇
代

に
自
分
の
運
転
で
合
衆
国
ほ
と
ん

ど
全
部
の
州
を
旅
し
な
が
ら
、
ラ

ジ
オ
や
ラ
イ
ブ
で
体
験
も
し
た
。

今
で
は
消
え
た
渋
谷
の
レ
コ
ー
ド

店
に
出
入
り
し
て
い
た
。
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
た
本
が
『
ア
メ
リ
カ
の

心
の
歌

expanded edition

』

（
二
六
〇
〇
円
）
で
あ
る
。

　

二
〇
一
五
年
、
詩
人
が
亡
く
な

る
前
に
精
魂
込
め
て
完
成
さ
せ
た

『
長
田
弘
全
詩
集
』（
六
〇
〇
〇
円
）

は
半
世
紀
に
わ
た
る
十
八
冊
の
詩

集
す
べ
て
を
収
録
し
て
い
る
。
そ

れ
以
降
に
書
か
れ
た
詩
は
、
没
後

『
最
後
の
詩
集
』（
一
八
〇
〇
円
）

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
二

冊
を
も
っ
て
長
田
弘
の
詩
の
全
貌

が
見
渡
せ
る
こ
と
に
な
る
。

■
福
島
県
立
図
書
館
に
長
田
弘
文
庫

　

長
田
弘
さ
ん
の
和
洋
八
〇
〇
〇

冊
に
お
よ
ぶ
旧
蔵
書
が
、
御
遺
族

の
厚
意
に
よ
り
故
郷
福
島
県
立
図

書
館
に
一
括
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

図
書
館
で
は
こ
れ
を
整
理
保
管
の

上
で「
長
田
弘
文
庫
」と
し
て
明
年

二
月
よ
り
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　

本
書
が
主
た
る
考
察
対
象
と
す

る
の
は
、
活
版
印
刷
が
成
熟
し
書

物
の
生
産
が
盛
ん
に
な
り
、
装
幀

技
術
が
定
着
し
た
三
〇
〇
年
前
の

本
づ
く
り
の
世
界
だ
。
こ
の
時
期

こ
そ
、
き
わ
め
て
質
の
高
い
製
本

術
が
発
展
し
、
技
巧
を
凝
ら
し
、

円
熟
を
見
せ
た
、
歴
史
上
の
頂
点

と
言
え
る
技
が
開
発
さ
れ
た
時
代

で
あ
る
。

　

一
般
に
装
幀
と
い
う
と
、
デ
ザ

イ
ン
面
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
本
書
の
圧
巻
は
、
製

本
術
の
専
門
家
と
し
て
ル
リ
ユ
ー

ル
に
携
わ
っ
て
き
た
著
者
自
身

が
、本
の
内
部
構
造
、「
本
の
綴
じ
」

に
着
眼
し
、
分
析
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
装
幀
・
造
本
を
テ
ー
マ
と

し
、
出
版
文
化
、
出
版
史
、
と
り

わ
け
技
術
に
つ
い
て
精
緻
に
描
か

れ
て
い
る
。書
物
の
歴
史
や
装
幀
・

造
本
に
関
心
の
あ
る
人
に
向
け
て

著
さ
れ
た
本
。［
出
版
文
化
・
文

化
資
源
学
］【
二
月
刊
】

（
Ａ
５
判
360
頁
・
予
七
二
〇
〇
円
）

■
関
連
書
よ
り
▽
Ｍ
・
マ
ク
ル
ー

ハ
ン
『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
銀
河

系
―
―
活
字
人
間
の
形
成
』
森
常

治
訳
（
七
五
〇
〇
円
）『
メ
デ
ィ

ア
論
―
―
人
間
の
拡
張
の
諸
相
』

栗
原
・
河
本
訳
（
五
八
〇
〇
円
）

▽
Ｅ
・
Ｌ
・
ア
イ
ゼ
ン
ス
テ
イ
ン

『
印
刷
革
命
』
別
宮
貞
徳
監
訳
（
五

八
〇
〇
円
）
▽
平
野
甲
賀
『
僕
の

描
き
文
字
』（
二
八
〇
〇
円
）

野
村
悠
里《
書
物
と
製
本
術

ル
リ
ユ
ー
ル
／
綴
じ
の
文
化
史

》

三
〇
〇
年
前
の
本
づ
く
り
の
世
界

ちばてつや氏（左）と著者

［
11
月
］
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二
〇
一
五
年
は
ロ
ラ
ン
・
バ
ル

ト
生
誕
百
年
。
そ
れ
を
機
に
フ
ラ

ン
ス
で
は
多
く
の
関
連
書
が
出
版

さ
れ
た
が
、
と
り
わ
け
目
を
引
い

た
の
が
本
書
で
あ
る
。
文
学
理
論

で
は
バ
ル
ト
を
批
判
し
て
も
い
る

コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
が
、
何
を
ど
う
書

く
の
か
？
「
あ
ら
ゆ
る
面
で
秀
才

で
あ
る
が
ゆ
え
に
天
職
を
見
出
し

か
ね
て
い
る
若
者
の
文
学
的
キ
ャ

リ
ア
の
は
じ
ま
り
と
、
老
境
に
差

し
か
か
っ
た
高
名
で
孤
独
な
批
評

家
の
晩
年
と
が
交
差
し
浸
透
し

あ
っ
た
数
年
が
、
四
十
年
近
い
歳

月
を
経
て
、
記
憶
の
深
み
か
ら
掘

り
起
こ
さ
れ
る
。」
き
っ
か
け
は

昔
バ
ル
ト
か
ら
受
け
取
っ
た
多
数

の
手
紙
を
、
機
関
に
寄
贈
す
る
前

に
読
み
返
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
こ
に
読
ま
れ
る
の
は
「
生
き

生
き
と
し
た
人
間
的
感
触
に
満
ち

た
バ
ル
ト
の
肖
像
で
あ
る
と
と
も

に
、
明
敏
だ
が
未
熟
さ
を
残
す
観

察
者
、
青
年
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
の
自

画
像
で
も
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら

二
重
の
肖
像
は
、
自
ら
バ
ル
ト
が

亡
く
な
っ
た
年
齢
に
達
し
た
こ
と

に
気
づ
い
て
驚
く
六
十
四
歳
の
コ

ン
パ
ニ
ョ
ン
の
批
評
的
視
線
が
捉

え
た
肖
像
で
あ
る
。」

　

付
き
合
い
の
流
儀
が
今
と
は
異

な
っ
て
い
た
「
あ
の
こ
ろ
」
の
パ

リ
に
お
け
る
学
問
の
世
界
、
出
版

界
、
文
化
人
た
ち
の
ミ
リ
ュ
ー
を

懐
か
し
さ
に
溺
れ
る
こ
と
な
く
描

き
出
し
、
バ
ル
ト
の
事
故
か
ら
死

に
至
る
時
間
を
惜
し
み
、
深
く
愛

す
る
そ
の
著
作
を
経
巡
る
よ
う
な

「
ロ
ラ
ン
探
索
」
の
書
で
あ
る
。

［
現
代
思
想
・
学
術
エ
ッ
セ
ー
］

（
四
六
判
・
216
頁
・
三
八
〇
〇
円
）

み
す
ず
書
房
新
刊
（

2016
・
１
～
11
）　

４

東
京
・

文
京
・

本
郷
５

℡
〇
三
―
三
八
一
四
―
〇
一
三
一

（
価
格
は
税
別
で
す
）

ユ
ン
グ　

療
法
家
を
共
に
体
験
す
る
者
と
み
な
し
、

患
者
と
同
じ
弁
証
法
的
過
程
の
中
に
位
置
付
け
る
。

重
要
６
論
文
の
選
集
。
林
道
義
編
訳　

二
八
〇
〇
円

フ
ラ
ン
ク
ル　

理
論
と
実
践
が
最
も
体
系
的
に
ま
と

め
ら
れ
、
精
神
医
学
を
超
え
て
哲
学
な
ど
へ
拡
が
り

を
持
つ
書
。
宮
本
・
小
田
・
霜
山
訳　

五
四
〇
〇
円

心
理
療
法
論

ユ
ン
グ　

メ
ル
ク
リ
ウ
ス
の
泉
／
王
と
女
王
…
魂
の

帰
還
／
新
た
な
誕
生
…　

錬
金
術
の
絵
10
枚
で
語
る

転
移
＝
個
性
化
過
程
。
林
・
磯
上
訳　

三
七
〇
〇
円

ユ
ン
グ　

自
立
し
た
個
体
の
シ
ン
ボ
ル
＝
マ
ン
ダ
ラ

の
絵
に
卓
抜
な
解
釈
を
加
え
、
人
間
の
豊
か
な
可
能

性
を
ま
ざ
ま
ざ
と
示
す
。
林
道
義
訳
三
六
〇
〇
円

サ
ー
ト
ン　

孤
独
と
友
人
の
両
方
を
大
切
に
、
想
念

を
飛
翔
さ
せ
た
一
年
間
。
詩
人
・
小
説
家
サ
ー
ト
ン

の
代
表
作
。［
好
評
重
版
］武
田
尚
子
訳
三
四
〇
〇
円

転
移
の
心
理
学

個
性
化
と
マ
ン
ダ
ラ

独
り
居
の
日
記

神
経
症　
そ
の
理
論
と
治
療

ロラン・バルトを探して
アントワーヌ・コンパニョン

《書簡の時代　ロラン・バルト晩年の肖像》
中地義和訳

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
現
在
か
ら
近

未
来
へ
の
課
題
に
つ
い
て
、
著
者

が
最
も
専
門
と
す
る
情
報
倫
理
学

と
メ
デ
ィ
ア
論
に
加
え
、
緻
密
な

哲
学
・
倫
理
学
の
知
見
も
活
用
し
、

今
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
柔
軟
に

分
析
す
る
。
見
え
に
く
い
こ
と
、

見
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
注
意

深
く
論
じ
、
各
章
必
ず
示
唆
や
発

見
を
導
け
る
よ
う
に
思
考
が
め
ぐ

ら
さ
れ
て
い
る
。

「
他
者
危
害
の
原
則
」
の
よ
う
な

倫
理
的
原
則
が
、
昨
今
、
法
律
や

政
策
を
決
め
る
な
か
で
、
か
な
り

無
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
本
書

で
は
、
近
代
社
会
が
築
き
上
げ
て

き
た
基
本
原
則
を
厳
密
に
確
認
す

る
よ
う
試
み
て
い
る
。

　

自
由
の
概
念
が
、
情
報
技
術
の

発
展
や
社
会
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
激
変

に
よ
っ
て
揺
ら
い
で
お
り
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
考
え
方
も
、

大
き
く
変
容
し
て
き
て
い
る
中
、

変
貌
す
る
時
代
に
お
け
る
原
則
や

価
値
の
捉
え
方
に
つ
い
て
、
読
者

が
理
解
し
深
く
考
え
る
た
め
の
重

要
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
書
。

最
新
の
知
見
で
考
え
得
る
と
こ
ろ

ま
で
深
く
考
察
す
る
。

［
思
想
・
現
代
社
会
論
］【
三
月
刊
】

（
四
六
判
480
頁
・
予
五
〇
〇
〇
円
）

■
関
連
書
▽
Ｄ
・
Ｊ
・
ソ
ロ
ー
ヴ

『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
新
理
論
―
―

概
念
と
法
の
再
考
』
大
谷
卓
史
訳

（
四
六
〇
〇
円
）
名
和
小
太
郎
『
個

人
デ
ー
タ
保
護
』（
三
二
〇
〇
円
）

「
楽
し
み
の
テ
ク
ス
ト
―
―
満
足

さ
せ
、
満
た
し
、
幸
福
感
を
与
え

る
も
の
。文
明
か
ら
や
っ
て
来
て
、

文
明
と
決
裂
す
る
こ
と
な
く
、
読

書
の
心
地
よ
い
実
践
と
む
す
ば
れ

る
も
の
。
歓
び
の
テ
ク
ス
ト
―
―

放
心
の
状
態
に
お
く
も
の
、
意
気

阻
喪
さ
せ
る
も
の
。
読
者
の
、
歴

史
的
、
文
明
的
、
心
理
的
な
基
底

だ
と
か
、
そ
の
趣
味
、
そ
の
価
値

観
、
そ
の
記
憶
の
一
貫
性
を
揺
り

動
か
す
も
の
」

「
テ
ク
ス
ト
の
楽
し
み
。
古
典
。

文
明
。
知
性
。
ア
イ
ロ
ニ
ー
。
繊

細
さ
。
幸
福
感
。
伎
倆
。
安
全
。

歓
び
の
テ
ク
ス
ト
。
楽
し
み
は

粉
々
に
な
る
。
国
語
は
粉
々
に
な

る
。
文
明
は
粉
々
に
な
る
。」

　

46
の
断
章
か
ら
な
る
「
読
む
こ

と
＝
書
く
こ
と
」
の
無
償
の
実

践
。「
制
度
と
し
て
の
作
者
は
死

ん
だ
」、「
テ
ク
ス
ト
は
織
物
で
あ

る
」
と
い
っ
た
断
言
に
よ
っ
て
大

い
に
物
議
を
醸
し
た
バ
ル
ト
後
期

の
代
表
作
（
旧
訳
は
『
テ
ク
ス
ト

の
快
楽
』）
が
、
読
み
や
す
い
達

意
の
新
訳
で
蘇
る
。

［
文
学
・
批
評
］【
一
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
160
頁
・
予
二
八
〇
〇
円
）

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト

新
訳
と
単
行
本
／
著
作
集

　

先
に
二
〇
〇
八
年
に
新
訳
を
刊

行
し
て
い
る
『
零
度
の
エ
ク
リ
チ

ュ
ー
ル
』［
新
版
］石
川
美
子
訳
は
、

精
妙
な
註
を
付
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

版
を
底
本
に
、
第
一
人
者
に
よ
る

明
晰
な
邦
訳
。（
二
四
〇
〇
円
）

　

ま
た
、『
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
著

作
集
』［
全
10
巻
・
未
刊
１
］
の
第

５
巻
『
批
評
を
め
ぐ
る
試
み
』
吉

村
和
明
訳
は
、
バ
ル
ト
最
初
の
批

評
集
『
エ
ッ
セ
・
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
』

の
完
全
新
訳
。（
五
五
〇
〇
円
）

　

こ
の
『
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
著
作

集
』
は
、
二
〇
〇
二
年
に
フ
ラ
ン

ス
で
刊
行
さ
れ
た
、
新
版
『
ロ
ラ

ン
・
バ
ル
ト
全
集
』
に
も
と
づ
く

決
定
版
で
す
。
単
行
本
未
収
の
論

文
・
対
談
な
ど
、
バ
ル
ト
が
出
版

し
た
も
の
す
べ
て
を
編
年
順
に
収

め
、
石
川
美
子
・
明
治
学
院
大
学

教
授
が
全
巻
監
修
。
各
巻
は
気
鋭

の
研
究
者
に
よ
り
新
た
に
翻
訳
、

精
密
な
註
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、今
年
は
『
モ
ー
ド
の
体
系
』

佐
藤
信
夫
訳
を
復
刊
（
六
面
下
広

告
）。
ま
た
、ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
『
明

る
い
部
屋
』
花
輪
光
訳
は
、
ジ
ャ

ン
ル
を
超
え
若
い
読
者
に
読
み
継

が
れ
て
い
ま
す
。（
二
八
〇
〇
円
）

『
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト　

喪
の
日
記
』

石
川
美
子
訳
は
、
母
を
失
っ
た
悲

し
み
か
ら
そ
の
『
明
る
い
部
屋
』

に
至
る
密
か
な
覚
書
。
没
後
30
年

に
し
て
初
公
刊
。（
三
六
〇
〇
円
）

■
関
連
書　

Ｅ
・
マ
ル
テ
ィ
／
Ａ
・

コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
／
Ph
・
ロ
ジ
ェ『
ロ

ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
遺
産
』
石
川
・

中
地
訳
は
、晩
年
を
見
守
り
、そ
の

仕
事
を
最
も
直
接
的
に
引
き
継
い

だ
弟
子
・
友
人
三
人
に
よ
る
最
良

の
バ
ル
ト
論
集
。（
四
二
〇
〇
円
）

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト

鈴
村
和
成
訳

《
テ
ク
ス
ト
の
楽
し
み

》

後
期
の
代
表
作
、
待
望
の
新
訳

大
谷
卓
史《
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
倫
理

》

最
新
の
知
見
で
考
察

　

三
浦
哲
哉
「
庄
内
の
ワ
ラ
サ
、

パ
リ
の
オ
ム
レ
ツ
、
ベ
ル
リ
ン
の

ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
」／
池
内
紀「
二

人
の
ハ
ン
ス
」
／
上
野
直
子
「
小

さ
な
島
か
ら
小
さ
な
島
へ
―
―

『
奴
隷
船
の
歴
史
』
終
わ
ら
な
い

後
書
き
」（
十
月
号
）。
大
井
玄「
つ

な
が
り
を
求
め
る
心
」
／
ブ
レ
イ

デ
ィ
み
か
こ
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の

勃
興
と
わ
れ
わ
れ
の
衰
退
」
／
岡

真
理
「
ゲ
ル
ニ
カ
一
九
八
二
」
／

植
田
実
「
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
・

ハ
ウ
ス
」（
十
一
月
号
）。
ナ
オ
ミ
・

ク
ラ
イ
ン
「
溺
れ
る
者
は
放
っ
て

お
け
―
―
温
暖
化
す
る
世
界
に
お

け
る
「
他
者
化
」
の
暴
力
」
／
山

本
唯
人
「
東
京
南
部
界
隈
―
―
道

場
親
信
『
下
丸
子
文
化
集
団
と
そ

の
時
代
』
の
刊
行
に
寄
せ
て
」
／

舟
田
詠
子
「
あ
る
ナ
チ
ス
親
衛
隊

員
の
感
動
と
挫
折
」
／
三
浦
哲
哉

「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
噛
む
う
れ
し

さ
」
／
ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
「
ザ
・

フ
ィ
ナ
ー
レ　

笑
い
勝
つ
そ
の
日

の
た
め
に
」（
十
二
月
号
）
ほ
か
。

（
各
三
〇
〇
円
）

（
十
二
月
号
表
紙
写
真　

鬼
海
弘
雄
）

「
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
特
集
」と

定
期
購
読
の
ご
案
内

『
み
す
ず
』
次
号
は
、
毎
年
ご
好

評
を
い
た
だ
く
「
読
書
ア
ン
ケ
ー

ト
特
集
」
掲
載
の
１
・
２
月
合
併

号
で
す
（
二
月
一
日
発
行
）。

　

本
誌
は
原
則
と
し
て
郵
送
に
よ

る
年
間
購
読
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
（
年
11
回
発
行
、
一
年
間
の
購

読
料
三
七
八
〇
円
、税
・
送
料
込
）。

「
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
」
特
集
号
の

み
を
ご
希
望
の
方
は
、
切
手
四
一

〇
円
分
（
送
料
込
）
を
直
接
、
み

す
ず
書
房
営
業
部
「
み
す
ず
」
係

ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
発
行
次
第

ご
送
付
い
た
し
ま
す
。

■
新
装
復
刊
［
９
月
］

フ
ラ
ン
ク
ル　

無
意
識
の
宗
教
性
を
鍵
に
人
間
存
在

の
本
質
に
眼
を
向
け
、
実
存
分
析
に
よ
る
精
神
療
法

へ
の
応
用
を
説
く
。
佐
野
・
木
村
訳　

三
四
〇
〇
円

識
ら
れ
ざ
る
神

■
新
装
復
刊
［
８
月
］

フ
ラ
ン
ク
ル　

強
制
収
容
所
体
験
を
精
神
科
医
の
眼

で
記
し
た
著
者
が
、
第
二
次
大
戦
前
後
の
社
会
と
心

理
療
法
の
関
係
を
語
る
。宮
本
忠
雄
訳
三
四
〇
〇
円

時
代
精
神
の
病
理
学

月
刊
雑
誌

《
み
す
ず

》最
近
号
よ
り

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｅ
テ
レ
（
教
育
）
の

「
100
分
de
名
著
」
今
月
は
ク
ロ
ー

ド
・
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
『
野

生
の
思
考
』
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
指
南
役
は
、
中
沢
新
一

（
明
治
大
学
特
任
教
授
・
野
生
の
科

学
研
究
所
所
長
）。
▽『
野
生
の
思

考
』
大
橋
保
夫
訳
（
四
八
〇
〇
円
）

▽
ラ
ジ
オ
放
送
５
講
を
編
ん
だ
彼

自
身
に
よ
る
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー

ス
入
門『
神
話
と
意
味
』大
橋
保
夫

訳
は
新
装
版
出
来（
二
四
〇
〇
円
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ

100
分
de
名
著

12
月
は
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス

刊
行
記
念
イ
ベ
ン
ト
が

開
か
れ
ま
し
た

　

保
坂
和
志
『
試
行
錯
誤
に
漂

う
』
の
刊
行
を
記
念
し
て
、
11

月
20
日（
日
）青
山
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
本
店
に
て
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
聞
き
手

は
、フ
ラ
ン
ス
文
学
・
哲
学
専
攻

で
「
早
稲
田
大
学
保
坂
和
志
の

会
」
メ
ン
バ
ー
伊
藤
亮
太
氏
。

　

小
説
家
の
存
在
に
徒
手
空
拳

で
の
ぞ
み
、
真
正
面
か
ら
「
書

く
こ
と
」
へ
の
問
い
が
投
げ
か

け
ら
れ
た
一
時
間
半
。
言
葉

自
体
に
抗
っ
て
、
書
く
自
由
を

確
保
し
押
し
広
げ
よ
う
と
す
る

保
坂
和
志
さ
ん
の
生
の
言
葉
に

耳
を
澄
ま
し
た
貴
重
な
時
間
で

し
た
。

　

去
る
11
月
４
日
、
神
田
駿
河

台
の
エ
ス
パ
ス
・
ビ
ブ
リ
オ
に

て
、御
園
生
涼
子
『
映
画
の
声
』

刊
行
を
記
念
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
「
戦
後
日
本
映
画
と
御
園
生

涼
子
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
日
本
映
画
の
通
史
を
書
け
る

力
量
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
も
映

画
を
撮
れ
る
人
だ
っ
た
」（
松

浦
寿
輝
氏
）。「
映
画
の
分
析
と
、

社
会
理
論
の
分
析
が
見
事
に
噛

み
合
っ
た
希
有
な
一
冊
」（
吉

本
光
宏
氏
）。「
シ
ネ
フ
ィ
ル
的

感
性
を
根
に
も
ち
な
が
ら
、
あ

え
て
そ
れ
が
通
じ
な
い
読
者
へ

向
け
て
書
こ
う
と
し
た
」（
木

下
千
花
氏
）。
称
讃
と
愛
惜
の

思
い
に
み
ち
た
90
分
で
し
た
。

（
と
も
に
六
面
下
に
広
告
）

　

荒
川
洋
治
『
過
去
を
も
つ
人
』
が
、

毎
日
出
版
文
化
賞
書
評
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
同
賞
は
今
回
を
も
っ
て
終
了
と

な
り
ま
す
が
、選
評
に
「
新
刊
書
を
値

踏
み
す
る
書
評
を
さ
ら
に
評
価
す
る
と

い
う
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
（
…
）
流

行
に
お
も
ね
ら
ず
、
書
評
と
い
え
ど
も

読
ま
せ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の

精
神
を
ひ
と
き
わ
純
粋
な
形
で
引
き

継
い
で
こ
ら
れ
た
荒
川
さ
ん
の
書
評
集

は
、
ま
さ
に
本
賞
の
掉
尾
を
飾
る
に
相

応
し
い
」「
荒
川
さ
ん
は
い
つ
も
、
文

学
史
を
参
照
し
な
が
ら
詩
を
書
き
、
書

評
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ

う
に
背
筋
の
ぴ
ん
と
張
っ
た
本
書
を
選

べ
た
こ
と
を
、
慶
び
た
い
」。

（
三
面
下
に
本
書
広
告
）

　

濱
田
武
士
・
小
山
良
太
・
早
尻
正
宏

『
福
島
に
農
林
漁
業
を
と
り
戻
す
』
が
、

日
本
協
同
組
合
学
会
賞
学
術
賞
（
共
同

研
究
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
授
賞
理
由

と
し
て
、「
原
発
事
故
後
の
福
島
県
に

お
け
る
生
業
再
建
と
地
域
再
生
の
取
り

組
み
の
実
態
を
丹
念
な
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
か
ら
明
ら
か
に
し
そ
こ
に
お
け
る
政

策
課
題
や
協
同
組
合
の
役
割
を
実
践
と

理
論
の
両
面
か
ら
描
き
出
し
た
意
欲
的

な
業
績
」。　　
　
　
　
（
三
五
〇
〇
円
）

　

服
部
文
祥
『
ツ
ン
ド
ラ
・
サ
バ
イ
バ

ル
』
が
、
第
５
回
「
梅
棹
忠
夫　

山
と

探
検
文
学
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
講

評
に
、「
行
為
の
全
体
性
を
貫
く
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
明
確
性
、
探
検
の
先
駆
性
に
お

い
て
抜
き
ん
で
て
」。　
（
二
四
〇
〇
円
）

＊　

11
月
の
復
刊
は
、
次
面
左
上
の
囲
み
に
ご
紹
介

＊　

品
切
書
の
復
刊
を
随
時
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。  

　

復
刊
希
望
の
書
籍
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

　

下
さ
い

2016
年
の
受
賞
図
書

心
理
療
法

の
26
章



（８）パブリッシャーズ・レビュー2016 年（平成 28 年）12 月15日 第 51 号

みすず書房・最近の重版より
過去をもつ人

荒川洋治   　 ¥2700
独り居の日記［新装版］

メイ・サートン　武田尚子訳 　 ¥3400
70 歳の日記

メイ・サートン　幾島幸子訳 　 ¥3400
望郷と海《始まりの本》

石原吉郎　岡 真理解説  　 ¥3000
意味としての心――「私」の精神分析用語辞典

北山 修    　 ¥3400
西欧精神医学背景史［新装版］

中井久夫   　 ¥2800
死すべき定め――死にゆく人に何ができるか

アトゥール・ガワンデ　原井宏明訳 　 ¥2800
野生の思考

C. レヴィ = ストロース　大橋保夫訳 　 ¥4800
時間かせぎの資本主義

ウォルフガング・シュトレーク 鈴木 直訳 ¥4200
生命、エネルギー、進化

ニック・レーン　斉藤隆央訳　 　 ¥3600

み
す
ず
書
房

営
業
部
だ
よ
り

「
親
愛
な
る
マ
テ
ィ
ス
、
真
の
友

情
と
君
の
芸
術
に
対
す
る
熱
烈
な

共
感
を
こ
め
て
─
」
―
―
ル
オ
ー

「
リ
ヨ
ン
で
小
瓶
を
二
本
見
つ
け

た
の
で
君
に
送
り
届
け
よ
う
。
大

事
に
使
っ
て
く
れ
た
ま
え
！
」

―
―
マ
テ
ィ
ス

　

20
世
紀
を
代
表
す
る
画
家
マ
テ

ィ
ス
と
ル
オ
ー
。
鮮
や
か
な
色
彩

と
の
び
や
か
な
線
で
生
き
る
喜
び

を
表
現
す
る
マ
テ
ィ
ス
。
骨
太
な

輪
郭
線
と
量
感
の
あ
る
色
づ
か
い

で
生
き
る
こ
と
の
困
難
を
描
き
と

る
ル
オ
ー
。
二
人
は
画
学
生
と
し

て
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー
の
絵

画
教
室
で
知
り
合
っ
て
以
来
、
そ

の
対
照
的
な
気
質
と
画
風
と
は
裏

腹
に
、
約
50
年
に
わ
た
り
強
い
友

情
で
結
ば
れ
、
マ
テ
ィ
ス
の
死
の

直
前
ま
で
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
を

つ
づ
け
た
。

　

戦
後
の
ど
さ
く
さ
で
行
方
の
定

か
で
な
か
っ
た
二
人
と
二
人
の
家

族
間
で
交
わ
さ
れ
た
多
数
の
手
紙

が
、二
〇
〇
六
年
に
再
発
見
さ
れ
、

以
来
、
編
者
マ
ン
ク
氏
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
に
よ
り
解
読
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。

　

手
紙
の
往
と
復
の
関
係
が
あ
ら

わ
れ
、
呼
応
し
、
文
脈
が
生
ま
れ
、

背
景
が
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
で

明
ら
か
に
な
る
二
人
の
歴
史
―
―

恩
師
と
の
思
い
出
、
画
壇
へ
の
反

発
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
の
誕
生
、

画
商
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
病
い
と
老

い
…
ひ
と
り
の
画
学
生
が
巨
匠
へ

と
成
長
し
て
ゆ
く
さ
ま
を
活
き
活

き
と
伝
え
る
貴
重
な
手
紙
が
い
ま

明
ら
か
に
な
る
。
書
簡
や
関
連
図

版
を
多
数
カ
ラ
ー
で
収
録
。

［
芸
術
］【
一
月
中
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
・
328
頁
・
三
五
〇
〇
円
）

み
す
ず
美
術
カ
レ
ン
ダ
ー

2017

　

二
〇
一
七
年
版
は
、
特
集
「
マ

テ
ィ
ス
と
暮
ら
す
」。油
絵
、切
絵
、

挿
絵
な
ど
、
画
家
マ
テ
ィ
ス
の
選

り
す
ぐ
り
の
作
品
を
収
め
、
ハ
ガ

キ
大
、
七
葉
に
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
一

枚
付
、
卓
上
用
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
一
部
六
二
〇

円
（
税
込
）
と
送
料
手
数
料
、
計

七
〇
〇
円
分
の
切
手
を
ご
同
封
の

上
、
み
す
ず
書
房
営
業
部
「
カ
レ

ン
ダ
ー
」
係
（
〒
１
１
３
―
０
０

３
３

文
京
区
本
郷
５
―
32
―
21
）

ま
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
複
数
の
ご
購
入
は
、営
業
部

（
電
話
０
３
―
３
８
１
４
―
０
１

３
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

図
書
目
録

2017
出
来

　

毎
年
こ
の
時
期
に
作
成
し
て
い

る
小
社
の
総
合
図
書
目
録
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
年
十
一

月
ま
で
に
刊
行
し
た
最
新
刊
、
著

作
集
や
シ
リ
ー
ズ
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
版
、
最
近
の
復
刊
書
、
電
子
書

籍
、
在
庫
僅
少
本
ま
で
、
た
だ
い

ま
出
庫
可
能
な
一
〇
〇
〇
点
余
を

ジ
ャ
ン
ル
別
に
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。本
紙
添
付
の
ハ
ガ
キ
に
て
、

ど
う
ぞ
ご
請
求
下
さ
い
。

　

好
評
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が
各
書

店
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
四
六
判
宣
言
」
は
、
人
文
系
専

門
書
出
版
社
11
社
に
よ
る
共
同
企

画
。
文
庫
で
は
読
め
な
い
多
岐
に

わ
た
る
分
野
の
本
を
永
く
伝
え
て

ゆ
く
べ
く
、17
年
続
い
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
人
文
書
を
中
心
に
刊
行

す
る
出
版
社
が
、
自
然
科
学
書
を

前
面
に
押
し
だ
し
た
「
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
愉
し
み
」。

書
店
店
頭
で
の
新
た
な
る
出
会
い

を
願
い
な
が
ら
、
７
社
で
企
画
し

て
い
る
も
の
で
す
。

「
レ
ビ
ュ
ー
合
戦
」
は
４
年
ぶ
り

の
開
催
。『
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
・

レ
ビ
ュ
ー
』
を
発
行
す
る
３
社
が

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
選
出
し
た
本
を

展
示
、
各
社
担
当
者
が
互
い
に
論

じ
た
熱
い
レ
ビ
ュ
ー
を
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
ま
と
め
て
店
頭
で
無
料

配
布
す
る
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
各
媒

体
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
つ
づ
き
、

「
み
す
ず
書
房
創
業
70
年
記
念

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
を
多
く
の
書
店

で
ご
開
催
い
た
だ
き
ま
し
た
。
話

題
の
新
刊
か
ら
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ま

で
取
り
揃
え
て
展
示
、
ご
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

次
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ェ
ア
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
い
た
だ
き
た
く
、
詳
細

は
み
す
ず
書
房
営
業
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

画学生から巨匠へと 50年の往復書簡
《マティスとルオー　友情の手紙》

ジャクリーヌ・マンク編　後藤新治 他訳
パナソニック 汐留ミュージアム監修新装版 1 月

クラーク『夢遊病者たち』全2巻（本紙一面ご紹介）
の刊行にあわせて、古典的名著を新装復刊します

　

み
す
ず
書
房
の
創
業
七
○
年
で

あ
っ
た
二
○
一
六
年
が
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
書
店
で
の
フ
ェ

ア
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、「
七

○
年
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
、

多
く
の
催
し
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

幸
い
に
し
て
多
く
の
読
者
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
た
こ
と
が

自
信
と
な
り
、
気
持
ち
を
新
た
に

「
七
一
年
」
目
に
向
け
て
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
月
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

テ
レ
ビ
番
組「
１
０
０
分
de
名
著
」

で
は
、
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
の

『
野
生
の
思
考
』
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
年
始
に
か
け
て
放

映
が
続
き
ま
す
。
再
放
送
も
さ
れ

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
ら
ん
下
さ
い
。

　

来
年
早
々
か
ら
は
、
本
紙
で
も

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
よ
う
に
『
中

井
久
夫
集
』
や
、
話
題
の
歴
史
書

『
夢
遊
病
者
た
ち
』、
ま
た
『
シ
ベ

リ
ア
抑
留
関
係
資
料
集
成
』
と
い

っ
た
重
要
な
歴
史
資
料
も
刊
行
し

ま
す
。

　

新
た
な
年
に
向
け
て
、
引
き
続

き
話
題
の
新
刊
を
刊
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。
来
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

みすず書房

近刊のお知らせ
2-4 月の刊行予定から

アメリカ経済政策入門（仮）
　コーエン／デロング　上原裕美子訳
貧困と闘う知（仮） デュフロ 峯／アリーン訳
職人の近代　道具鍛冶 千代鶴是秀の世界
　土田 昇
思想としての土方巽　宇野邦一
ポチョムキンの都市
　ロース　加藤淳訳 鈴木了二・中谷礼仁監修
ソ連と東アジアの国際政治　麻田雅文編
精神医療、脱施設化の起源　高林陽展
歴史家の展望鏡　山内昌之
小市民、さてどうする？ ファラダ 赤坂桃子訳
エコノミックス　グッドウィン　脇山美伸訳
スターリンとモンゴル　寺山恭輔

〈眠り病〉とドイツ熱帯学　磯部浩幸
中枢神経系　古代篇　スーリィ　萬年・新谷訳

（ウェブサイトにもご案内しています
http://www.msz.co.jp/book/new/）

心の影［全2巻］
意識をめぐる未知の科学を探る

ペンローズ『皇帝の新しい心』に
続く〈心〉の理論。新しい物理学
の姿。林一訳　① ¥5000 ② ¥5200

原因と偶然の自然哲学
ボルン　確率論的な量子力学が、
因果律や決定論と矛盾しないこと
の哲学的基礎。鈴木良治訳 ¥4200

アメリカン・マインドの終焉
文化と教育の危機

ブルーム　アメリカの〈精神の空
洞化〉を抉ったベストセラーかつ
ロングセラー。菅野盾樹訳 ¥5800

量の測度
ルベーグ　数、和、積の定義から
量一般、微分積分法にいたる基本
を解説する。柴垣和三雄訳 ¥3800

神話と意味
レヴィ =ストロース 神話と科学、
未開と文明など彼自身によるハン
ディな入門書。大橋保夫訳 ¥2400

新装版 11 月

恒
例
・
好
評
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

ご
案
内

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
汐
留
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
東
京
）
で
「
マ
テ
ィ

ス
と
ル
オ
ー　

手
紙
が
明
か
す

二
人
の
秘
密
」
展
が
、
来

春
１
月
14
日
（
土
）
か
ら

３
月
26
日
（
日
）
ま
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
ふ
た
り
や

家
族
の
手
紙
を
紹
介
し
な

が
ら
、
そ
の
時
期
の
絵
画

作
品
を
展
覧
。
フ
ラ
ン
ス

か
ら
の
初
来
日
作
品
を
含
む
、

合
計
お
よ
そ
140
点
。
往
復
書
簡

集
の
編
者
Ｊ
・
マ
ン
ク
氏
を
招

く
記
念
講
演
会
「
マ
テ
ィ
ス
と

ル
オ
ー
の
手
紙
の
発
見
」
も
開

か
れ
ま
す
（
１
月
14
日
、
定
員

150
名
、
要
予
約
）。

　

続
い
て
、
あ
べ
の
ハ
ル

カ
ス
美
術
館
（
大
阪
）
で

「
マ
テ
ィ
ス
と
ル
オ
ー　

友
情
50
年
の
物
語
」
展
が

４
月
４
日
（
火
）
か
ら
５

月
28
日
（
日
）
ま
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
各
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

展覧会のお知らせ
東京・大阪

第一次世界大戦の起原
ジェームズ・ジョル　池田 清訳

開戦の複雑な経緯は、歴史家を魅了してやまない。著者は〈7 月
危機〉に焦点を絞り、そこにダイナミックに集中していく歴史の
力学のベクトルをひとつひとつ検証。世界大戦勃発の起原を長
いタイムスパンで解明した、高名な現代史家の名著復活。¥4500 Photographie Yvonne 

Chevalier, 1953. Archives 
Foundation Georges Rouault. 




